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判
例
に
み
る
詐
害
的
会
社
分
割
と
由
権
者
・
労
働
者
の
保
護

｜
｜
事
業
承
継
’
r
ど
め
ぐ
る
解
釈
誌
の
浪
界
｜
｜

山

年専

1jj, 

同
サ
翌
九
ノ
ー
川
王

日
ド
目
立

r
u
n
r一

人
品
牡
九
り
制
ζ

非
本
継
ふ
け
枠
主
日
以
誇

人
民
社
分
科
と
万
世
山
契
約
問
係
の
信
越

四

都
川
引
づ
一
削
の
限
界
、
／
片
山
口
氏
、
u
tり
同

玉

rrTJU末
互

ノ
バ
づ

f
d
三
“
た

H
リ
河
川
－

1
ノ
じ
こ

いい
γ
丸
刈

ν
円

r
f

Y
祉
が
vu一
代
に
事
業
一
譲
渡
あ
る
い
は
会
刊
行
却
を
ず
る
M
W
ムロに

Y
吐
に
叫
刊
す
る
九
百
社
依
怪
者
X

（
あ
る
い
は
Y
吐
に
一
一
川
手
れ
る

労
働
者
）

は、

Y
仕
に
刻
し
て
の
え
っ
己
の
位
y

濯
を
行
使
一
o
J
Q
に
と
ど
ま
る
の
ひ
、
そ
れ
こ
も
Y
H引
に
も
前
ぷ
で
き
る
山
交
じ
が
あ
る
の

か
り
為
る
こ
し
て
、
円
て
の
拍
刊
行
伎
の
民
件
は
、
か
に
あ
る
べ
き
か

U

債
権
者
X
乙

L
て
は
、

yh引
の
み
に
百
本
ず
る
こ
〆
｝
で
満
足
で

き
司
令
口
三
円
も
丸
、
れ
は
、
む
し
ろ
vb
礼
に
請
求
す
で
む
が
ぺ
円
も
↓
の
わ
4
1
る
（
会
社
分
割
に
せ
よ
苧
栄
吉
誠
一
ほ
の
4
荷
台
に
心
よ
、
優
良
部
門
が
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ruul
に
残
叉
れ
て
い
る
の
か
、

ぞ
れ
L
Y

いいU
V
U
J
ペ
ー
に
円
相
一
七
、
）
て
い
る
か
に
よ
コ
己
状
山
が
異
な
る
乙
移
町
の
対
泌
が
；
分
で
あ
る
か
ー
丈
史

ゼ
口
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
形
式
的
に
栴
斗
心
対
価
が
ほ
h

守
さ
れ
た
子
〆
て
も
、
投
姉
抗
～
庁
が
凶
能
川
な
川
市
付
上
場
の
い
杭
よ
で

あ
っ
た
h
J怖
の
駐
し
い
現
物
当
と
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
実
質
的
に
対
価
に
情
当
性
予
主
い
こ
い
り
さ
る
を
え
な
い
均
台
も
あ
り

ろノザ
Q
o

会
社
渋
権
者
と
一
口
に
い
3

と
も
、

Y
社
に

j

係
資
を
L
七へ
1
飢
凶
阿
川
崎
パ
あ
る
い
は
y
u
u
に
完
卦
乍
、
権
を
臼
し
て
ー
、
る
債
権
者
に
い
、

も
の
も
あ
れ
は
、

Y
引
に
対
し
ご
木
弘
行
H
余
債
権
hv
有
す
る
労
働
者
J
沿
い
る
。

レ
「
ふ
れ
も
ん
円
札
債
権
者
で
あ
】
I
G
が
、
庭
凶
契
約
必
係
に

為
司
令
、
方
働
者
に
は
そ
れ
特
有
正
深
夜
法
主
町
民
請
さ
れ
る
c

労
働
者
の
有
す
る
絞
統
的
屋
川
明
へ
の
照
待
権
は
、
賃
金
F門
J

後
と
同

4
F
l
u

－
f

象
と
は
な
ら
な
い

不
作
心
債
権
者
一
吉
い
山
蒸
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

ー
祉
に
移
転
三
止
ら
れ
た
債
権
者
の
利
悦
乞
半
口
寸
る

九三ひ

ι
～、

こ
と
に
も
な
り
、
結
権
高
聞
の
利
計
調
枠
J
O
考
慮
に

い
へ
加
え
て
、
約
済
的
に
も
ん
l

く
独
立
［
た
Y
－

Y
一
両
什

の
刊
刊
す
什
州
撃
も
祝
苛
に
入
れ
る
必
安
が
あ
る

P

5
ら
に
は
、
も
と
も
と
事
業
譲
波
に
酷
似
し
と
い
る
会
引
分
割
制
肢
は
、
会
い
わ
ぽ
て
規

制
さ
れ
る
下
士
、
ノ
に
な
っ
と
か
ら

一
直
で
は
事
業
一
点
夜
へ
、
り
佼
近
化
が
進
ん
で
よ
う
に
も
み
え
る
代

三
Y
」
と
か
ら
、

一
同
制
戊
は
共
通

の
胤
制
に
服
ず
の
が
変
山
「
－
で
は
な
い
か
と
い
て
ノ
こ
と
J
U
一
議
論
の
狙
ょ
に
載
せ
る
べ
き
で
あ
る

f

本市川一次ム品、

叫
也
出

d

的
・
詐
芹
的
ん
よ
恥
い
い
川
七
什
U
で
き
た
し
た
と
分
割
γ

と
ん
出
業
一
一
一
波
宮
め
く
ご
し
、

ur恥
泣
の
判
例
主
主
素
材
に
、

レ
｝
ノ
＼
し
ヶ
ト

非
承
仙
巾
｛
践
を
佑
格
か
一
の
保
護
法
攻
ピ
っ
き
解
釈
一
一
一
川
な
叫
1

い
に
勺
祭
し
、
広
／
＼
立
法
的
解
決
の
必
佼
性
の

ιi式
七

一

コ

J

v、

会
計
分
訟
と

1A4緋
債
権
将
の
い
叩
護

夫
社
分
割
か
守
山
口
行
為
に
当
た
る
J
し
と
そ
の
取
消
古
認
め
ん
一
係
者
判
決
～
東
京
地
内

γ戊
二
一
令
1
4

七
主
判
一
一
一
刈
と
i
T
J

ミ
ノ
ロ
水
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ー
ハ
点
、
人
寸
法

日
八
三
）
を
是
認
工
、
喜
一
例
と
、
二
l

－
、
ん
叩
川
け
の
コ
了
ピ
1

J

i

ル山中」一

九
一
什
二
号
一
凶
川
、
判
川
町
一
（
ハ
八
（
一
号

作
ニ
疋
爪
古
川
判
守
札

九
、
へ
？
法
九
一
心
号
〕
J
d
rパ
）
が
あ
る
。

c; 

一一

4
h
号
凶

〈
事
案
の
概
要
〉

ー、、一、
i

T
A川
M
1
1
4
J
Fム

7
M引

は
、
ク
レ
。
ノ
飲
食
事
業
お
よ
び
立
件
わ
伝
事
業
呼
J
J
r
叫
ん
で
い
ト
h
r
、
業
績
が
桜
氏

r未
来

ぽ

ぶ
告
す
伝
手
業
会
一
切
り
離
す
ら
一
小J

新
設
分
割
を
引
田
L
、
寸
成

f
J

年

月

苫

円

、

ク
レ
ー
プ
飲
食
手
業
に
期
す
る
椛
利
義
務
に
つ

イ、

民
株
式
会
社
（
被
告
持
訴
人

J

に

る
旨
の
た
牡
の
新
方
分
割
（
ぷ
下
一
木
汗
会
社
分
割
一
と
レ

三
占
月
ノ
一
に

z
d
一
一
門
刊
［
》

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

Y
川
口
に
承
料
さ
せ
た
資
J
4

町中古は、

不
作
保
有
心

て
の
血
位
州
内
心
店
べ
I
U
資
祥
へ
受
取
f
形
、
前
払
品
罰
則
、
口
則
杓
日
山
刊
金
お
よ
ぴ
出

ム
ヌ
等
性
リ
守
）

お
よ
び
抗
慌
の
一
部
で
丸
灯
、

主
一
社
が
あ
事
併
す
べ
き
八
十
債
務
に
つ
い
こ
E
祉
が
重
内
的
債
務
引
受
け
を
ず
る
と
い
う
内
在

｛ム
U
M
む
よ
い
入
、
J
丸
木
一
項

の
計
凶
で
あ
る
た
め
債
権
者
異
議
手
絞
が
切
小
叫
と
と
り

昇
d
h干
世
間
中

ま
た

vb
ト
七
発
行
の
株
式
問
。

り
は
の
全
て
い
m
d
v
h

九
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
－
と
さ
れ
た
に

、

：

、

l

j

メ
十
刊
誌
が
い
H
H
j

一
じ

平
成
一
一
ペ
ノ
／
了
ハ
月
九
弓
に
効
力
が
判
官
半
し
、

r
L
Uーの々

ν
！
っ
飲
食
弔
業
に
閃
オ
る
権
利
義
務
は
、

vu
弘
に
承
航
さ
れ
z
y
h
v

な
お
、

初
J) 

市

古J

r:'・1 
.十

lム

u、
1? 
". 
芸
l主
lnl 

' あ
旬
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九
件
会
仕
分
割
引
の
波

一J
I
J
r
i
 

月
一
一
一
日
に
、
本
件
会
社
分
割
の
ス
ボ
ン
小
ー
で
あ
る
A
を
の
関
述
会
主
の
五
全
「
会

ー
】
社
は
、
本
件
へ
一
一
品
川
分
布
山
～
仰
の
ヰ
成

性
一
な
旬
、
ま
た
、

C
年
二
月
二

な
り
、
そ
の

J

翌
可
一
月

4
u

に
刷
出
資
を
実
施
ー
ギ
、
A
社
に
対
L
一L

、
｛
ロ
ハ
杭
を
弘
行
1

〆た
υ

η
l
ワ
ベ
業
お
ふ
び
安
眠
購
入
斡
旋
業
等
を
μ
J
U
U
X
味
式
会
む

、原社
1

・
従
搾
一
品
人
一

J

は
、
木
件
会
社
分
い
TIL

－A

前
に
、

p
i
一

え

に

之

主
む
に
生
川
島
町
則

売
契
約
に
係
る
販
売
代
ヘ
孟
債
権
お
よ
び
リ
ス
長
約
に
係
る
り
i
ス
判
債
権

（
こ
れ
ら
は
本
作
会
引
分
割
の
対
象
れ
）

を
有
し
て
ド
丈

げか、

X
M引は、

日
割
賦
収
T

川
白
川
内
事
お
よ
ひ
リ
l
ス
契
約
古
解
除
l
、
ー
よ
し
ご

J

二

、ι
L
1
』
Y
メ

l

版
ぷ
残
代
金
お
よ
び
伐
リ
ー
ス
料
拒
！
」
伺
仙
の
主
主



賠
償
金
合
川
九

刀
人
古
川
「
以
卜
「
ぃ
九
件
慌
保
ふ
債
権
」
と
い
て
ノ
〉

ゎ
ι
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
約
に
遅
比
一
損
害
仏
の
一
年
払
い
を
ふ
わ

と
」
さ
ぺ

J

に、

41件
九
百
社
分
？
説
に
よ
川
町
内
心
ケ
レ
ブ
飲
食
事
主
に
問
寸
る
格
利
義
拾
を
承
椴
し
た
V
U
】社

本
門
会
什
分
割

1hlvj
広
日
行
為
に
当
七
匂
ノ
ア
エ
1

1

4

V
勺ムロ

pf
品
取
消
り
拾
に
さ
ζ

っ
き
、
本
件
会
仕
分
割
の
は
消
を
請
求

T
q
乙
共
に
、
卜
記
同
開
d

十
円
賠
償
会

お
民
び
、
｝
れ
に
汁

rJる
法
定
也
市
が
口
内
山
口
令
の
支
払
い
を
求
吟
つ
、
提
訴
L
た。
V
A

の
前
点
に
対
L
、
Y
一
社
は
、
八
百
社
分
割
は
川
町
内
内
権
を
司

比
一
し
沿
い
川
氏
位
行
為
で
？
め
る
古
ら
詐
J

ム
口
行
為
取
消
r恰
一
け
対
象
と
な
り
え
な
い
等
と
反
論
し
コ
n

止
お
、

y
u
u
は
、
本
作
ム
ム
刊
引
分
吋
円
（
川

当
時
に
は
憤
均
一
巡

J

一U
C
状
怒
に
あ
れ
、
会
社
分
割
の
効
力
炉
小
［
だ
け
以
珠
、

も
は
や
ム
が
引
と
し
て
の
十
六
什
仲
け
が
な
い

る
－
以
下
、

xの、
Y

一
社
に
対
す
る
請
求
仁
つ
レ
て
検
討
す
る
－

審
判
決
の
要
約

J

京
ぃ
［
一
川
散
数
ボ
丁
以

A

二
点
汁
片

じ
［
判
決
は
、

x 

U百

1< 

~·~ Z子

＋ 
｛す
倣
臼l

f、
士一一債
権
額
Uコ
お4
r~， 
に
や；
j牛
ノト

2今、

制えp

取

同
績
に
つ
き
怖
格
（
悩
初
、
廷
債
を
ム
叩
v
J

た
勺
今
て
の
安
｝
胃
は
、
以

F
心
一
円
と
お
る
。

⑦
会
し
が
ー
の
新
投
分
割
は
、
新
設
分
州
出
会
し
か
ー
か
ら
新
設
八
γ
剤
投
立
会
社
へ
の
川
間
詳
の
移
吃
乞
要
素
と
、
1

債
務
ー
と
し
て
の
新
設
分

割
余
札
の

般
財
十
f
v、
一
一
川
ノ
さ
す
つ
る
法
作
行
為
で
あ
る
か
ら
、
山
国
に
」
れ
を
ぶ
一
一
一
に
す
る
碍
訂
が
な
い
阪
り
、
新
認
ヘ
刀
剣
は
、
リ
？
の
性

明円

l
、詐り」口
pf
品
取
消
縫
心
対
象
に
な
り
F

つ
る
」
品
川
」
本
件
の
祈
一
ぷ
八
刀
一
古
川
ば
、
介
封
叫
ん
武
司
の
般
肘
ザ
の
け
ハ
同
担
保
！
く
し
て
の
制
伯
を

投山知
L
、
債
推
計
が
自
己
町
一
J
b
れ
す
る
佼
棒
に
コ
い
て
山
下
パ
ト
併
を
受
け
る
こ
と
を

F

ふ
り
凶
欣
に
さ
も
」
る
も
の
で
す
h
r引
か
ら
、
分
割
会
什
の
伎

怪
持
を
一
汗
吉
ず
る
も
の
に
認
め
ら
れ
る

U

そ
し
て

詐
雲
行
為

ζ
L
て
取
り
消
「
制
也
知
は
、
債
権
者
主
Q
X
D
被
保
全
仲
良
権
ジ
訟

を
限
皮
ご
す
る
も
の
で
あ
三
日

X
は
、
治
出
7
v

た
叫
町
斥
け
現
物
返
還
に
代
え
て
そ
の
慨
俗
賠
償
、
筆
者
注
｜
価
制
賠
償
か
、

ず
る
一
」
と
が
で
き
る
皆
川
刊
一
が
し
た
c

を
請
求 、

ー、
L
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〈
投
訴
審
判
決
の
安
竹
〉

市
川
京
日
裁
い
一

r
k

二
刊
の
け

己
ド
判
決
は
、
基
本
的
に
第
審
判
決
心
｝
引
用
・
緋
汀
1
1
次
心
一

J てF

新
設
一
万
九
川
が
会
制
法
に
長
つ
く
印
引
い
税
法

i
の
法
待
行
局
引
あ
る
と
し
て
も
、
新
設
分
割
ば
、

新
U
M
－
－
副
会
社
が
そ
の
事
業
に
芳
し

亡
有
す
る
権
利
義
務
一
り
ん
部
又
は
一
一
部
J
V
と
新
設
分
会
開
設
I
V
ム
ム
引
に
本
w
m
3
せ
る
け
は
停
行
為
で
占

hy，
て
財
庄
権
争
パ
ヨ
的
と
す
る
は
／
ド
行
為

で
↓
ぬ
る

E
Vつ
べ
き
で
d

の
り
、
ま
た
、
法
人
絡
む
取
得
、
ζ

レ
う
山
’
に
f担
N
H
し
こ
新
設
分
割
に
よ
る
会
社
設
立
ケ
↓
い
わ
ば
五
分
L

一
心
行
為

で
あ
る
と
い
う
い
と
が
で
さ
る
と
し
L
も
、
そ
の
三
と
に
よ
一
－

E
新
設
分
割
が
財
岸
花
乞
口
刊
訂
と
す
る
法
律
行
為
で
な
く
去
る
も
の
で

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

ー
ヘ
訟
は
な
人
及
ひ
そ
の
取
引
打
為
寺
に
浪
弔
さ
れ
る
一
般
ょ
し
て
あ
わ
＼
九
百
社
で
あ

J

て
1
4
0

、

は
よ
円
い

J

」

会
社
出
等
の
判
別
引
い
に
規

lu

が
な
い
事
療
に
つ
い
て
は
え
法
む
透
明
引
や
受
け
る
h

と
は
当
然
C
為
る
一

新
設
分
割
飢
効
ジ
品
、
ぇ
l
L
詐
害
行
為
取
沼
町
批
は
安
伴
及
び

効
M

止
を
且
ハ

H
Fる
別
制
り
制
度
て
の
り
、
f
粁
1

成
分
割
無
効

ω訴
え
の
制
民
が
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
新
設
分
割
に
よ
る
新
設
分
割
設
！
V

会
hiに
川
河
ふ
た
点
作
関
係
が
手
〕
f
L

い
る
、
｝
と
な
と
に
よ
三
、
、
新
設
分
割
に
よ
り
事
さ
れ
る
俊
権
者
、
U
計
山
正
一
行
為
取
沼
憶
の
行
使
が

妨
げ
ら
れ
る
L
Y

解
ゲ
へ
き
回
収
拠
は
な
い
ご
L

新
設
分
説
が

h
w荒
丹
漏
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
し
f

〕
で
え
そ
の
一
」
と
に
一
三
て
J

一
主
一
例
が
な
い
と

F
る
一
」
こ
は
で

さ
ヨ
い
υ

主
た
、
利
設
分
誌
は
、
債
持
者
が
4

体
的
に
と
れ
に
閑
じ
7
す
る
こ
乙
が
な
い
ま
ま
じ
自
？
ゃ
れ
作
る
も
の
で
あ
っ
♂
L
、

JE則
的

そ
の
伎
権
者
の
多
数
の
可
意
を
符

七、
Jコ

裁
判
所
の
日
d
叫ム

に
窮
岐
に
あ
る
債
務
有
に
つ
い
て

ー
に
よ
り
、
吋
っ
す
債
務
名
乙
そ
の
安
r
ザ
者
と
の
叫
刊
の
門
民
事
ト
の
権
利
減
係
を
一
刻
切
に
読
み
M
L
し
、
も
ノ
マ
、
h

寸
叫
債
務
者
の
平
業
又
は
ん
計
前

生
泊
り
凶
撃
を
凶
る
こ
と
を
門
的
与
す
る
民
事
与

1
法
に
長
っ
く
再
生
子
続
に
払
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
再
生
手
続
に
よ
る
場
台
と

同
川
寸
引
に
，
、
前
じ
る
い
と
ぽ
で
さ
ヨ
レ
ι

（！メ人民半、日：／ス・＂ c'GZ! '20;1 !L 



ザ
U

本
件
俄
保
人
ア
債
権
寸
士
一
弁
済
、
）
得
る
人
片
カ
キ
有
、
ご
し
い
な
い
泣
資
力
の
状
出
ー
に
あ
っ
た
E
弘
、
か
慎
権
者
を
害
ャ
ー
る
こ
と
を
知
っ
て
行

ろノ
wm伝
係
者
の
共
川
担
保
、
ニ
仕
る
一
般
財
援
を
減
少
さ
片
る
去
待
行
為
は
LP
山
行
為
ζ

司
る
の
で
あ
っ
て
、
戸
、
れ
を
収
り
消
3
A
v
o
v
一

／）は
hv↓
奴
と
あ
る
な
お
、
椙
山
コ
の
対
怖
を
初
れ
て
し

の
処
分
ノ
「
角
川
の
否
認
に
つ
い
て
の
UMA性法

ハ
介
作
往
い
第
ム
〕
仁
引

2
4成

号

一
六
条
の
規
定
を
考
崩
し
℃
も
、
本
件
い
会
制
分
割
が
訪
中
川
行
為
に
つ
ガ
ψ
」
し
な
い
tf
）
Y
つ
こ
と
は
で
、
ず
な
い
o
l

本
判
決
の
詳
掘
削

本
竹
川
心
名
古
川
釈
は
、
判
決
心
結
成
宮
之
持
す
る
こ
と
で
は

h

は
し
て
w

る
c
X
は
ム
円
札
分
割
を
い
対
ら
手
れ
る
こ
と
4
J
d
〈
、
い
に
議
を

述
ぺ
る
こ
L
Y
C

も
で
き
ず
（
会
什
伝
八
一
ハ
〉
条
一
頃
一
千

J

）
、
会
社
分
割
乞
承
認
L
な
か
う
た
慎
桧
高
に
も
め
た
ら
な
い
と
め
、
九
六
社
分

割
鼎
ー
初
心

J

耐
え
も
で
き
な
い
と
一
段
L

解
さ
れ
て
い
る

三
百
川
引
け
一
山
八
八
条

ー
と
の
結
識
に
湾
出
が
あ
ノ
ヲ
ー
し
は

Jct 

い
う
ま
て
も
な
い
が
、

日
ハ
体
的
、
同
点
淡
凶
を
ど
（
り
よ
う
に
ふ
究
開
叫
て
き
る
か
が
河
わ
れ
て
い
る
。
不
判
決
は
、
私
設
分
割
が
訪
中
行
為
取
計

権
の
対
象
と
な
る
2
し
に
ト
で
、
対
怖
と
し
て
の
株
式
切
倍
げ
戸
刻
中
ー
で
丸
つ
亡
弘
、
具
体
的
に
み
て
実
質
的
日
持
伝
情
絞
が
以
ハ
〆
す
る

こ
と
を
山
町
田
L
Y

し
五
件
新
設
分
割
の
詐
￥
］
性
キ
認
め
、
詐
宇
行
為
以
消
伸
恨
の
〆
守
便
事
一
言
内
こ
し
亡
い
司
令

v

ー
げ
か
も
会
引
i

分
割
円
体
が
な
消

の
対
象

irtる
と
、

J

た
上
で
、
成
人
仰
の
効
山
市
は
相
対
的
た
も
の
と
、
ぷ
l

－
い
る
v
I
寸
ぶ
緋
〈
残
存
）
債
権
者
が
会
社
分
割
の
蚊
較
の
外
と

U
A
現
状
ば
改
主
2

る
、
必
市
北
あ
h
、
本
川
叫
？
叫
仇
は

H
外
的
日
判
断
女
ぃ
準
を
4
1
）
た
？
コ
で
許
任
で
き
る
が
、
一
評
害
行
為
取
消
訴
訟
に
袋
ず
る

コ
ス
ト

E
こ一日
ι
古
計
九
m
M消
怪
合
的
「
る
判
例
国
学
説
の
対
立
状
況
を
主
婦
品
」
4
3

る
仁
、
的
収
消
宝
ー
の
行
使
守
口
γ
認
め
た
牛
判
決
が
現
れ
た
と

は
い
え
、
取
引
に
よ
る
俳
渋
に
安
務
は
不
安
」
／
一
花
、
一
ス
に
ま
ま
で
占
め
る
。

v
法
的
解
仇
も
ん
叶
め
解
釈
の
あ
る
べ
き
姿
セ
ボ

γ
こ
に
か
喫
緊

の
課
題
で
あ
る

U

な
一
泊
、
判
決
の
最
後
以
ゅ
の
部
分
で
ぶ
rψ
！
の
は
悩
寸
宮
中
r
j

て
し
戸
～
対
屋
の
処
分
行
為
の
ぎ
誌
に
つ
レ
ど
の
政
止
法

一
六
年
法
伴

'Piえ人法学； GI 、＇.3・" lOJ 622 [2川：；I、



川
同
七
I
4
uす

京
行
会
社
分
割
が
計
宝
一
行
為
い
該
当
し
ー
ゴ
い
と
い
人
ノ
二
と
は
で
き
な
い
ご
L

と
さ
れ

二
条
の
規
子
〆
一
考
慮
三
L
v色、

ピ
趣
旨
は
明
り
か
で
な
い
が
、

民庁、の一一計
A
市’

U
A取
消
拾
の
宮
れ
い
に
パ
ベ
て
、
ト
U
M
一
昨
去
の
f
h

円
訟
は
そ
の
組
問
が
限
定
さ
れ
て
い
る
、
」
と

か
ら
、
詐
半
口
わ
山
内
吋
紋
消
地
仙
の
宮
内
ハ
ー
さ
一
淀
川
住
け
ぷ
規
律
を
多
段
f
？
／
↓
し
で
ゐ
司
令
乙
一
コ
ノ
る
説
に
従
う
〆
了
）
て
も
、
本
引
い
は

る
畏
れ
を
記
足
L
て
い
ぬ
り
詐
中
川
行
局
取
市
の
汁
象
、
こ
な
れ
よ
っ
る
」
ど
つ
こ
と

つ
ιJ 

九
五
社
バ
刀
剣
訓
が

A
I
H行
為
取
消
の
対
象
と
な
る
か

ー
）
平
業
譲
波
と
会
社
分
割
む
本
質
的
主
H
h

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

事
業
一
荒
波
は
有
機
的
私
と
し
て
機
能
す
る
組
織
的
引
い
同
心
譲
筏

で
よ
為
的
、
ご
れ
は
持
吉
行

J

人
司
取
沼
の
ん
象
と
さ
れ
て
い
る

F

市
主
主
の
譲
交
会
社
が
債
訪
外
受
行
ほ
ど
の
い
慣
れ
ィ
負
正
行
為
を
L
7
d引
け
れ
ば
債
務
者
は
一
謀
説
会
社
だ
げ
て
あ
り
、
ま
た
事
業
該

L

沙
に
は
伯

催
者
異
議
子
絞
が
な
く
信
柱
者
七
日
出
A
す
る
L

人
め
会
社
出

条
項
に
よ
る
規
制
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
出
現
制
は
会
い
配
分
剣
山

いmh
い「

V

エ
こ
で
、
と
の
事
実
！
日
以
液
の
規
定
ナ
ピ
ム
ロ
ネ
i

分
割
一
二
類
芥
む
田
川

rる
解
決
り
川
西
日
小
議
論
と
た
る

L

会
社
分
割
は
、
株
式
会
！
ド

ま
た
は
合
同
会
お
が

そ
の
い
宇
長
に
閲
し
て
右
「
る

「
持
利
義
務
の
全
部
ま
た
は

な
他
の
会
社
に
忌
継
さ
巾
げ
る
企
業
再
編
行
為

と
あ
る
、
こ
こ
で
、
向
d

美
一
一
凶
渡
の
「
事
与
へ
と
ム
ド
七
分
割
の
対
象
で
あ
る
権
引
義
務
L

は
同
と
か
汗
か
げ
上
問
題
と
な
る
が
、
会
社
分

設
が
組
織
法
L
L

の
行
為
と
い
う
白
…
で
は
致
じ
て
お
り
、

ゃ
τ司
物

'b: 
L 

百七

害で
為ミ？続。
消 」
わ〆

吾ヰ，
~~· ；；~ 

fラ；il ；＇）ト

あ行
｝）寸為
、 Ji'(

J門
刀寸

対
象

な

る
か
六
U
か

ァてれ
f

い竹山、えて

て
い
る
」

乙
こ
れ
日
β

対
似
柔
軟
化
J
U
Y

－写庫一
α
ノ
し
れ
ば
、
さ
ほ
ど
市
川
者
に
：
守
呈
ハ
は
な
い
？
パ
4

う
こ
と
も
セ
き
ゐ
。

会
社
分
割
は
、
川
町
川
議
者
江
川
護
－

tり
も
巧
沿
な
企
業
再
恒
協
が
そ
の
政
来
日
」
円
で
あ
っ
た
と
い
下
つ
ノ
ん
が
冷
も
あ
る
た
め
、
片
思
出
者
＼
心
事
川

慌
J

小
、
債
権
者
時
議
手
続
、
余
引
分
判
削
M
U
初
心
訴
も
え
な
と
、
事
業
譲
波
に
は
な
い
制
度
か
た
札
分
割
に
あ
る
と
は
レ
え
、

レ
ず
れ
も
債

九

J

れ

（！メ人民半、日：／ス・＂ li l広三3〔2りlキ 11



権
者
保
設
に
は
ヂ
j
」
ー
ん
な
制
度
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
c

伐
存
債
権
ア
ロ
の
保
誌
が

J

小
i
分
な
こ
と
は
会
わ
分
割
に
と
っ
て
宿
命
的
L
Y

い

え
ー
と
フ
ー
に
－
り
4

’hU
？

ρ
、

1
一
一

j
j
’
y

い
ね
ゆ
る
人
的
分
割
で
は
残
存
信
梓
l
w
白
J

も
似
穫
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る

れ
晶
子
、
一
汗
（
昇
」
。
と
、
引
い

之、

i
i、l
、

2
J之
l
L
P
j

こ
コ

J
E中
Jm

、

｝
L
？

v

l

、】

f
－

分
民
会
社
の
umy件
状
況
ピ
変
政
が
め
る
占
、
で
は
人
的
分
別
問
も
物
的
八
万
京
／
｝
共
越
し
て
い
る
こ
と
を
法
山
に
、
一
一
者
F
4】

作
民
w泊
者
ん
ゲ
↑
保
茂
す
べ
き
と

こ
の
指
摘
は
、
今
後
の
寸
法
的
解
決
に
い
〈
っ
て
安
存
と
な
る
。

つ
）
が
し
紙
法
！
の
行
為

ζ
d
F仁
品
取
れ
権

ム
円
札
分
割
に
つ
い
て
計
芹
／
り
品
店
消
権
を
／
什
伎
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
会
社
分
割
引
反
b
創
設
、
？
れ
h
J

平
成

午
L
4

同
法
改
刊
の
山

支
担
当
者
は
、
詐
害
行
為
取
消
液
に
」
っ
て
会
社
分
割
の
取
消
が
で
き
な
レ
と
し
ご
い

尻
在
で
も
、
会
制
分
割
げ
か
州
刺
殺
法
ャ
ー
の
行

rA
刊
で
め
る
こ
1r
に
加
え
て
、
そ
の
加
H

効
は
分
割
伽
幼
の
一
山
え
に
よ
っ
て
の
み
、
ム
張
で
き
る
こ
と
な
ど
乞
庄
山
に
取
消
佐
行
使
Y
否
定
す

る
け
ん
脱
も
少
な
く
な
い
＋
判
決
「
同
じ
く
会
技
法
C
f
u一
一
家
住
勺
者
を
つ
u
め
多
数
一
一
況
は
取
泌
絞
れ
柁
に
肯
定
的
で
お
る
）
州
議
江

の
行
為
〉
い
う
概
念
は
、
会
社
い
店
ト
の
伝
的
効
果
の
説
明
に
川
用
い
ら
れ
る
道
リ
ハ
に
す
ぎ
な
い

f

ま
11
、
取
市
と
比
べ
て
安
利
お
よ
ひ
効

国
れ
の
円
何
十
ぺ
ゐ
分
割
川
効
（
り
訴
え
制
－
R
ぃ
叫
ん
あ
る
と
と
を
も
っ
と
、
足
以
心
治
田
川
を
当
然
に
除
外
j
る
川
一
庄
と
も
な
い
え
な
い
っ
市
立
一
毛
布
波

と
突
し
1
R
附
に
大
正
な
く
Mm
治
的
効
中
ハ
毛
穴
通
し
て
い
る
一
一
方
f

｝
乞
沢
抗
す
れ
ば
、
会
一
一
分
割
い
I
3
I
J
U
U
L

一
行
為
玖
消
権
ー
を
認
め
る
べ
き
で
あ

《コ
3
｝
良
市
の
対
象
・
安
川
十
・
対
呆

会
社
分
割
が
～
一
？
ぇ
口
行
為
取
消
の
対
象
仁
な
る
と
す
る
こ
、
そ
の
中
身
が
問
r叫
こ
な
r
目
。
法
人
肌
の
取
付
を
除
外
L
に
E
U叩
に
お
け
る

会
社
分
布
ム
コ
体
店
、

本
継

J

び
れ
る
権
利
義
務
か

へ
ん
一
だ
）
、
義
務
は
詐
害
行
為
の
対
象
に
は
り
え
な
ど
、
そ
れ
、
」
も
権
利
の
ぷ
継
ぽ

の
か
。
ま
丈
、
承
継
す
る
拍
列
ん
で
泊
先
す
る
い
一
と
も
必
交
で
は
日
い
か
n

そ
の
際
に
、
具
体
的
に
筒
切
り
権
刈
一
の
特
定
を
安
す
る
い
〈
し

て
、
そ
の
山
一
ど
は
実
際
可
能
去
の
か
J
い
う
ご
と
も
間
照
と
な
る

f
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い川一一中川
M
刊
行
悼
の
主
件
之
、
〕
亡
、
客
観
的
な
詐
主
性
お
よ
び

l
p制
的
主
計
￥
一
什
が
必
要
と
さ
れ
、

性
が
政
け
れ

以
、
？
飢
的
な
事
件
ー
も
そ
れ
だ
け
税
減
さ
れ
、

結
権
者
が
告
け
さ
れ
る

τ）
に
つ
い
て
の
依
品
川
討
の
山
口
識
が
あ
れ
ば
見
れ
る
と
す
る
な
ど
、

円
刑
判
は
l

鮫
ぃ
一
と
拝
観
簡
を
旧
制
問
的
に
同
断
し
て
い
る
。
本
件
は
が
ー
形
的
に
は

川
畑
山
川
ゴ
注
対
仙

に
一
。
る
新
一
設
灯
古
川
で
あ
る
が
、

の
点
年
い
川
町
一
並

η

共
日
拍
引
4

札
件
〆
｝
干
し
℃

η
術
品
叫
を
段
四
世
ー
し
℃
い
る
こ
と
に
汁
ず
る
詳
怖
と
じ
て
、
行
持
心
一
詐
宝
口
性
t

は
そ
れ
一
は
ど
十
六

ー
祉
が
新
設
分
配
に
よ
っ
て
会
む
乙
し
マ
、
心
安
市

J

や
十
だ
っ
た
こ
い
了
い
が
ら
、
ー
か
主
ハ
江
田
「
が
強
い
と
w批
判

J

川
川
が
判
断
し

一U
、

心
と
の
対
貯
が
あ
る
じ
也
刀
で
、
こ
れ
に
つ
レ
て
は
さ
の
忠
明
ー
も
あ
り
う
る
と
の
指
摘
が
η

き
A

え
は
い
う
、

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

つ、3

会
社
分
剤
を
め
く
る
利
市
門
対
立

へ
l
）
一
債
絡
む
弱
行
む
け
ん
込
み
一
主
要
什
と
j
べ
き
か

会
社
泌
が
施
行
さ
れ
て
か
っ
一
、
も
安
件
説
が
有
力
己
主
張
さ
れ
る
が
、
似
に
会
計
分
割
の
当
事
会
f
y
v
u一
が
後
京
会
ぶ
い
て
あ
る
」
と

ー
ピ
ム
ム
七
分
割
の
条
件
と
お
司
る
と
、
債
権
壱
は
満
足
で
き
る
が
不
採
算
部
門
の
幣
戸
税
合
が
不
川
ぷ
陪
と
た
ゐ
債
権
事
保
識
と
川
門
戸
市
な
h
h

実
再
編
戸
的
L
Y

の
間
利
i

一
一
は
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
か
い
債
務
の
辰
行
の
見
込
み
は
将
来
立
見
通
、
二
l

－
判
断
「
べ
き
概
念
で
あ
る
介
め
、

」
れ
な
要
件
と

rる
こ
と
に
は
法
的
安
立
性
の
続
々
、
か
っ
批
判
が
少
な
く
念
い
い

明
確
さ
い
欠
け
る
古
が
あ
り

い
ず
れ
が
：
デ
の
ふ
申
立
内

と
あ
る
か
は
恨
妙
で
判
断
の
分
か
れ
る
と
、
立
つ
で
あ
る
が
、
弾
hu的
な
運
用
に
よ
っ
て

い
ず
れ
の
リ
場
に
も
仏
る
に
せ
1
1
0

川
円
い
の
有
泊

ぃ止をロ門心凶
M

す
、
」
と
が
で
き
る
／
7沿
い
L

え
よ
う

つ
）
渋
権
者
向
の
刊
刊
宝
口
訳
系

ー
の
依
権
者
X
が
当
然
の
よ
、
つ
に
込
ピ
山
市
一
権
を
辺
ぶ
明
、
ざ
る
」
ど
っ
解
決
は
、

V

へ
と
リ
刊
一
パ
仰
に
や
ら
責
任
が
な
い
は

rJの
v
u
D
債
権
者

に
重
大
な
影
響
が
為
る
か
、
一

γれ
を
ど
う
評
悩
「
べ
き
か
c

伯
権
者
心
一
は
指
示
絞
会
制
h

d

w

［
新
設
会
μ
引
の
保
設
以
ヂ
史
か
u

会
社
分

γ 
活｜
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判
剖
ぃ
、
。
る
昨
日
似
ム
E

しと
vr】げか
rNJ
新
路
に
八
γ
剖閉会
J
ぺ
lvu
の
慎
持
者
五
か
ら
ω1
然
の
よ
弓
に
主
任
な
追
及
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、

ヤ

L
は
承
w株
主
主
州

仲町
L

ヨ
ノ
る
こ
こ
に
な
り
会
社
分
割
日
小
川
出
仁
川
用
で
き
な
い
ζ

い
う
問
題
、
む
牛
じ
令
。

一～
ι～、1
）、

本
件
で
は
ど
t
質
的
に

vr一
志
の
代
表
者

ー
す
共
通
し
て
い
る
七
め
、
と
の
」
J

…
ば
問
問
団
ぐ
な
ら
な
い
。

J
U

一
持
者
性
か
一
偏
頗
行
為
性
か

本
初
h

平
均
茶
の
防
法
一
り
本
質
は
、
市

hF七
品
で
は
な
く
山
岡
町
則
行
為
こ
す
る
品
弔
問
も
占
め
る
u

そ
し
て
、
会
引
分
主
に
伴
う
I
V
Y

－
且
の
移
fkr仁

比
…
ど
い
っ
司
J
L

、
移
転
時
点
で
分
割
会
社
が
文
弘
不
能
で
あ
れ
ば
破
産
法

人
条
一
一
呪
一
与
の
ア
刊
誌
の
汁
象
と
な
る
と
指
摘
さ
れ
7

号

そ
の
通
い
り
で
丸
る
と
し
と
も
、

ruj
誌
の
効
巣
は
彼
同
対
一
四
に
信
辰
す
る
た
片
、
↓
訂
害
行
為
取
治
権
心
場
ベ
円
の
よ
う
に
革
、
え
る
こ
と
か
で

き
る
か
ど
う
か
が
同
窓
と
な
る
な
お
、
時
存
伝
作
任
者
と
新
設
会
怜
に
債
務
乞
水
戦
L
て
も
ら
〉

f
続
格

ιと
の
聞
に
ペ
ー
じ
た
不
ギ
等

パ
日
本
刊
で
一
点
わ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
的
合
射
て
い
る
が
、

本
判
決
し
は
、

日
付
釘
が
4
4
J

」
忘
d
株
式
で
均
月
八
工
叫
f
j
u
m
d

丈
高
に
庇
掛
川
に
な
コ
P
J

こ
と
を
恨
撚
に
一
汗
i
一H性
ー
を
認
め
た
た
め
か
、
旬
以
制
作
に
弛
れ
て
い
な
い
ι

4 

現
行
法
に
上
合
一
解
決

い
わ
ゆ
ゐ

「
よ
い
会
と
分
割
」
と
は
、

伐
zね
慌
校
苔
に
対
v
7
tパ
ザ
ャ
ピ

窮
境
い
あ
る
九
u
k」
が
会
計
γ
八刀剣
J

よ
い
寸
栄
一
丹
／
主
凶
る
、
と
き
に
、

一丸山町
1

こ
ん
ー
で
、
残
存
係
諸
茜
へ
の
弁
jdが
会
社
分
割
f
H
よ
り
れ
段
未
利
に
な
ら
な
い
ド
で
一
ノ
配
慮
1

）
た
会
社
分
計
二
L
え
こ
と
に
な
ろ

う
か

J

、
」
れ
を
解
収
市
の
約
出
エ
ス
川
刊
す
る
に
は
、
以
F
の
よ
う
な
こ
と
が
検
討
の
対
象
と
仕
る
。

ヘノ入、！
rL

一、

什

1
u
v
y
Z
2
トバ
μ

羽
の
綴
推
泊
別
に
よ
る
解
ぽ
が
斗
め
る
が

へ
来
日
泊
判
ギ
山
山
内

－
ム
了
九
判
時
一
（
ノ
八
ハ
り
一
山
山
田
向
、
日

九へ
1
法
九
一
日
ハ
日
勺
河
万
一
円
九
三
川
叫
に
ち
続
用
丸
一
準
の
八
U

河
性
に
疑
問
か
あ
る
。

L
か
も
、
古
川
口
ち
を
続
則
し
な
け
れ

条

rh非
主
ヘ
一
立
川

h
ニj
t
り
川
、

j
u
t

－

r
t
l
j
7』

J
l！

ぞ
れ
を
続
吊
し
て
？
も
漬
p
d
t負
わ
ん
d
h
u
千
続
も
あ
る
c

こ
の
川
明
J
止
の
戸
川
市
に
は
限
界
ぺ
コ
わ
り
、
そ
の
ム
円
近

'Piえ人法学； GI 、＇.3・" HJ @i  [2川：；I、



性
J
O
認
め
、
つ
れ
ず
、

J
Y

法
小
甲
子
）
て
は
ぷ
条
内
、
削
除
寸
べ
き
で
あ
る
い
ず
れ
に
ザ
セ
ペ
五
件
ば
刷
誌
の
続
用
げ
が
な
い
事
交
〉
い
え
る

必
法
人
格
否
認
の
ナ
、
誠
司
に
よ
る
解
決
子
考
え
い
つ
れ
る
が

凶
金
法
一
九

O
Hす
八
八
九

（
「
弘
司
地
判
平
成

一
？
一
足
作
九
二
今
一
サ
九
h
寸
つ
、
で
の
節
目
の
基
浄
が
よ
安
心
で
、
本
判
事
案
心
。
う
な
場
ふ
い
は
拡
用
乙
形
依
化
の
区
別

が
沼
稚
な
事
案

Jrの
り
う
る
三
円
灯
、
一
円
詑
へ
は
以
り
明
丈
一
川
周
｛
止
を
奴
拠
に
解
付
す
べ
さ
で
あ
る
が
、
、
｝
心
山
山
川
山
河
を
排
除
す
る
必
袋
も
な

く
柔
軟
｛
亡
一
れ
か
川
川
用
rJ
＼
き
で
μ
め
る
と
」
つ
る
品
情
論
も
あ
ゐ
n

九
百
引
分
割
担
…
ャ
河
川
む
品
川
、
え
に
よ
る
前
決
も
d

め
る
か
、
原
告
治
絡
が
厳
格
で
あ
る
c

ご
れ
に
対
1
て
、
解
釈
ヘ
耐
の
認
珂
で
原
パ
円
通
格

を
J
U
K
U

／
、
認
め
7
匂
埠
冗

す
な
わ
ち
、
分
割
夫
社

ι債
務
の
桜
r什
U
A
元
一
山
水
で
き
る
片
門
リ
権
者
は
境
川
催
者
支
持
ト
続
の
対
象
と
な
ら
な

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

い
た
め
、
県
議
山
中
述
の
機
会
が
に
く
ふ
町
村
分
割
乞
本
認
し
て
い
ほ
い
ハ

L
P
J
F
4
c
、
こ
の
上
う
ん
品
続
格

ιも
ん
民
社
ャ
出
入

八

条

項

：ノ
L
J

、

）

t
t－
T
1一二ノ
J
に

（
E
Y

に
L
、
つ
れ
ぷ
ヱ
ネ
ト
ノ

y
官
れ
〆
：

一
承
認
を
L
ほ
か
っ
た
債
格
者

に
か
ま
わ
る
と
情
釈
す
る
わ
け
C
Jめ
る
J
こ
の

I
う
な

九
号

解
釈
論
は
可
院
で
あ
る
と

E
わ
れ
る
が
、
ー
υ
法
ご
異
説
中
注
の
機
会
、
P
M張
ず
べ
き
と
の
見
解
ち
右
打
け
で
あ
り
、

的

は
h
r
v
法
的
な
F
当
亡
が
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

v

い
「
れ
に
ぜ
よ
肢
体
、

①
仮
に
ム
口
引
分
割
無
効
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
な
い
と

L
Eも、

ム
ー
判
決
の
よ
う
に
民
法
心
ぴ
害
行
為
攻
消
権
に
よ
る
市
決
が
あ
る

が
、
土
町
中
門
性
法
慌
の
明
確
化
い
か
ぶ
題
t
な
り
、
民
法
の
吹
止
へ
師
主
就
い
｝
乞
影
響
さ
れ
る
の
で
、
今
後
の
改
広
助
川
門
を
注
続
、
）
「
し
お
く
必
援

が
あ
る
υ

主
た
、
会
吋
分
証
r

対
の
ぷ
昨
日
九
一
制
安
お
よ
び
民
泊
誌
と
6
1
D一
裕
こ
の
悶
係
を
内
確
認
－
7
4
0
必
裂
も
あ
る
の

ム
ロ
ト
ハ
分
割
と
労
働
長
約
山
小
併
の
け
刈
透

事
業
一
一
日
波
で
あ
れ
八
百
社
分
川
乱
山
の
手
案
で
あ
れ
、
山
戸
川

T
Hム
五
日
ね
に
労
働
川
女
約
炉
本
継
さ
れ
る
こ
？
と
が
労
働
名
の
似
荘
け
に
な
る
と
ち
え
ら
一

L
か
1
、
労
働
関
係
が
求
私
さ
れ
る
こ
と
が
必
ず
し
も
、
ガ
偽
有
心
深
誌
と
は
な
ら
な
い
宅
例
か
糸
る
－

日
本
i
H
M

れ
E
ち
で
あ
る
し

ロl
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事
件
（
え
二
ハ
γ
判
ヰ
成

二
対
集
六
回
ふ
川
口
号

平日
目よ

O
K
ハ
号
悶
半
点
、
判
タ
＝
一
一
有
口
F
J
K

ヒ

労
日
一
（
り
つ
け
す
t

斗
頁

牛
科
は
、
ム
バ
汁
分
割
の
手
議
、
二
位
百
一
づ
日
ら
れ
て
い
る
が
、
事
菜
譲
渡
事
案
に
分
類
、
と
き

る
事
例
に
い
え
な
く
も
な
い
υ

事
業
譲
波
と
あ
れ
ば
労
問
省
の
意
思
が
背
甫
さ
れ
る
人
戸
、
会
社
分
割
と
い
う
ャ
乙
に

rY鳴
九
人

約
承
締
法
に
よ
コ
亡
当
事
会
社
二
祁
台
の
よ
い
解
決
を
巧
く
こ
」
が
可
殺
と
な
り
、
て
の
結
来
、
労
偶
者
が
絞
件
い
と
な
る
危
険
性
が
少

La〈
ば
い
u

本
件
は
、
札
口
利
ζ

叫
す
術
者
の
利
告
が
lh何
百
ら
対

υ一
」
つ
る
事
案
セ
あ
旬
、
ム
ム
利
分
以
凱
山
肝
ぬ
の
溢
用
r
A
位
医
さ
れ
る

U

た
お
、
手
抗
議
波
C
場

J
J

口
と
異
迂
打
、
九

f

引い

η割
と
労
働
契
約

認
す
る
九
例
は
に
？
と
ん
と
み
ら
れ
な
い
c

し、

ノL
j；~ 

と
し
て
、
%
働
必
約
の
孟
緋
か
ら
抗
除
、
メ
れ
f

人
労
働
持
が
新
設
た
牡
に
汁
し
承
絞
ん
と
ぷ
め
た
グ
リ
ー
ン
L

示
ス
プ
レ
人
事
竹
川

「
札
幌
地

決

ド

成

八

七

部
の
労
働
者
が
よ
ポ
ね
の

こ
れ
と
は
泌
に
本
付
I
B
M
事
行
は

六
出
ludfハ！ハ一円
1

）

刈
県
b
丸
山
記
し
て
、
も
と
の
分
割
会
怜
に
い
川
し
労
働
契
約

H

の
権
利
を
有
す
る
い
ー
し
む
確
認
か
一
求
め
た
長
初
心
事
五
戸
、
あ
ノ
ハ
V
ν

第
一
否

か
、
つ
ト
止
亡
品
ま
で

一
貫
し
と
X
i円
一
の
詰
求
、
中
葉
却
し
て
い
る
ー

〈
事
案
の
概
要
〉

rvム土山

ー
ン
ピ
ナ
夕
、
製
造
・
以
一
冗
お
よ
び
ン
え
ネ
ム
間
売
マ
テ
じ
的
と

F
，Q
件
式
会
計
I

い阪
ι
一
円
・
被
衿
訴
人
・
被
卜
ι
一円人）

：ま

芝
、
米
同
法
人
主
仕
の
完
全
r一J
公
刊
ー
で
あ
る
ο

V

A

ら
（
同
ハ
r （

7
む
つ
め
人
・

l
告
人
一
は
、

i
I上
二
主
1
J
L
L
、
ゴ
ワ
／
、
守
戸
え
ノ

、
A

丸

f
v
G咽
仔
パ
斗
、

y

v

y

J

U

ノ

F
J
↑
一
一
一
ン

戸
以
下
、

H
P
D」

こ
い
う
）
事
業
部
汁
に
従
事
し
て
い
た
っ
司
時
に
、

X
ら
は
詳
外
労
働
組
合
支
部
（
以
下
、
本
件
組
ム
円
支
部

／
）
い
下
つ

の「から
t
斗
一
で
も
？
め
る
。

小中）

γ

平
山
A

入
社
は
お
引
と
の
認
で
、

H
D
D卒
業
に
特
化
し
に
ん
じ
ヘ
j

会
社
を
設
V
L
q
J
る
、
｝
ベ
一
一
年
佼
に
は
当
該

川
」
寸
同
月
一
則
、

合
弁
ム
山
引
を
日
叫
刊
の

C
C
%乙
j
h牡
と
ず
る
、
一
と
な
ど
を
合
意
し
、
何
年

月

七
日
に
ム
円
九
バ
合
判
M
f
設
立
さ
れ
た
〈
広
一
日
日
、
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一
店
、
、

y
u
l
u
 
H
n
D
雫
業
部
門
主
新
設
八
γ
討
に
よ
り
新
設
す
る
計
判
の
仁
社
に
お
紋
さ
巾

え
お
き
、
そ
の
分
割
計
当
言
に
は

「
ず
本
榊
ず
る
捻
利
義
務
L

1

r

v

て
承
仙
m
J
1
4
T
宋に

牛
ど
司
〆
て
従
市
下
し
て
い
る
労
働
省
」

の
従
業
員

リ
ス
ト
と
山
じ
い
き
れ
、

xら
も
こ
の
J
ス
ト
に
討
ま
れ
て
い
行
コ
必
河
年

ゐ
月
ア
1
E、
vz
社
は
、
新
点
分
習
に
よ
h
H
h
u
わ
主

業
認
叫
ん
ゼ
ム
六
壮
一
幻
自
L
て、

A
T
件
会
社
分
割
」
」

Y
つ
＼

（
引
の
託
行
株
式
は
か
で
Y
社
に
割
心
j

父
吋
き

仁引引
z
f
｝設

υ
L
（
以
、
、

れ

小

人

ナ

ω

Y
社
は
一
昨
有
す
る
仁
村
株
式
の
か
と
を
i
記
の
ん
じ
pf
ん
ム
社
に

そ
の
六
川

J

伐
の
同
一
月

円
に
、

～
～
口
円
七
7
〕て

翌山
l
成

I
h

ヰ
川
一
月
一
日
、

E
M刊の
M
D
O
宰
楽
部
円
以
吸
収
分
制
に
よ
わ
仁
川
引
に
r小
称
さ
れ
た
c

以
？
に
の
宇
f

十
六
経
迭
の
も
と
、
以
下
刀
二
点
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
お
に
、
労
倒
梨
給
水
締
法
仁
条
に
よ
れ
ば
、
従
業
只
移
籍
に
際

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

し
労
働
者
の
一
理
解
と
協
リ

かパ｝
H
什
ヲ
Q
F
J

め
の
品
問
（
以
h
i
、
七
九
本
H
h
E
一
と
い
う
）
が
必
耐
久
と
な
る
が
、

Y
祉
に
は
労
倒
石
川
U

過

半
数
で
州
議
ナ
る
労
働
組
合
が
は
か
つ
え
た
め
、
事
業
所
ご
と
の
従
来
長
代
表
示
法
山
し
て
七
条
約
音
b
y
行
う
と
と
と
し
、

Y
什
は
、

従
業
口
代
表
乞
凶
グ
ル

i
。
ノ
に
分
け
て
、

阿
川
斗
聞
に
わ
に
っ
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
代
長
書
協
議
を
実
施
し
た
。
そ
一
一
で
、
ア

ヤ

中

小

、

3
4
t
 

問
題
Ji1" .:,, 
1ノ、
の
方
法、
ノ、

i& 
じ〕

Cl. •u ,.,, 
hセ

~， 

( 

長L
f問
ν 

（！メ人民半、 日： ／ス・＂ 17！広三日〔2りlキ 11

み
じ
の
中
校
と
な
る
事
業
所
心
細
叫
段
、

川
口
口
事
業
JVι

守
つ
新
会
J

仁
の
け
門
的
と
背
ド
ペ

D
Uト｝ハ日ペドリび向転
H
D
D
事
業
部
の
枕
段
、
新
会

弘
の
慨
足
、
了
と
し
て
従
事
す
る
か
百
か
の
判
別
基
刊
、

の机～、峰、

質
疑
U
詳
J
b
午
、
行
コ
ペ

司
法
付
第
九
心
口
勺
LN法
仏
す
の

J

ヂ
γ
庁
、
止
す
る
作
法
い
い
附
則
立
条
項
（
以
内
＼

!& 

本
作
改
札
法
附
則
I
4
条
、
ニ

仏

何

日

い
つ
）
に
よ
コ
て
、
労
働
契
約
の
承
継
に
閲
す
る
労
働
者
乙
の
湯
議
｛
以
？
に
む
条
鴻
議
L

と
い

を
要
ず
る
た
め

Y
汁
は

H
D
D
事
業
部
珂
の
メ
イ
ン
専
門
識
に
吋
7

ぷヘ
仁
社
の
就
業
刷
、
問
等
案
h
一九
J

代
よ
一
者
協
議
で
使
用
し
～
従
業
員
代
衣
川
の
説
明
資

利
を
い
店
付
し
、
約
一
か
月
の
期
間
を
b
M
一
定
し
て
、

i
記
ハ
ス
ゴ
資
料
に
い
必
づ
い
て
各
一
フ
イ
ン
従
業
只
に
説
明
し
移
hp
の
忘
p

川
！
な
確
認
し
、
山
川
円

得
し
ば
し
促
来
日
一
に
対
し
て
は
尽
低
ム
一
凶
の
協
議
一
叱
行
レ
、
従
業
ハ
れ
の
机
況
を
制
作
缶
す
る
よ
h

つ
指
不
L
f
c
y
d
L
Z吋
l

、
コ
ノ
ノ
ン
専
門
恥 c 



は、れん

nn引の一壮一
v
品
、
員
を
絞
め
て
説
明
会
を
悶
き
、

受
諾
の
岳
山
PMと
ん
が
ー
へ
刀
剣
に
つ
い

従
業
以
代
十
久
に
配
州
ど
ん
説
明
資
料
な
一
小
、
1

A
Eに

本
件
組
合
支
部
が
Y
刊
に
付
し
て

ーυ
 

2
 

m
 

g
 

3
 

1
 

組
合
員
に
つ
い
て
移
籍
で
は
以
く
め
格
山
氏
に
［
て
ほ
し
い
な
い
こ
と
要
盟
し
た
の
に
汁
し
、

J
J

h
pナ

ふ
ト
パ

f
ノ以

て
E
ロ見
J
W
－
聞
い
丈
結
果
、
多
数
の
従
業
員
が
移
籍
に
司
草
1

〆た
υ

そ
の
ん
で
、

ム仏
Y
効
止
認
が
行
h
u

れ
る
以
前
の
立
1
A

凶

4
九
月

V
A

ら
を
品
ふ
れ
〕
口
口
わ
事
楽
部
門
に
所
属
す
る
組
ム
口
問
（
に
つ
い
て
は

本
件
組
ム
？
お
よ
び

木
作
組
合
支
部
が
五
条
協
議
の
代
珪
へ
と

L
て
走
行
ー
さ
れ
た
ら
〕
伝
JA
て
き
し
ー
の
で
、

主
社
は
、
本
件
桁
ゐ
円
支
郊
と
の
拘
で
合
計
ゆ
い
は
の

協
議
を
行
い
、
そ
の
中
で
、
衣
件
犯
台
支
部
が
、
分
配
伎
の
労
的
条
件
保
除
、

日
社
、
こ
の
交
ル
丸
一
谷
、
分
百
後
り
劫
A
U
む
の
概
袋
、

札
に
お
司
て
に
む
よ
う
に
引
祈
UV
こ
け
る
の
か
な
ど
に
つ
レ
て
円
い
民
「
と
と
も
に
、

C
判
で
労
働
条
件
を
引
き
下
け
る
場
ム
円
は
組
ん

と
協
議
し
同
誌
の
」
一
で
し
て
ほ
し
い
－
J
か

Y
川
口
は
、
以
し
い

M
H引
を
行
勺
一
こ
い
る

そ
こ
で
X
ら
は
、
の
ん
民
社
分
割
に
よ
る
労
働
パ
ノ
約

に
仕

rυ梧
ど
れ
使
し
て
い

U

と、

川町」
Y
叫
刊
の
行
コ
ヲ
工
会
社
分
割
は

i
続
に
寂

抗
が
あ
り
達
、
ぷ
で
あ
る
こ
と
、
③
本
件
ム
訂
作
八
川
ん
州
1H
は
権
問
併
川
用
細
川
悦
法
行
お
に
当
た
り
労
的
契
約
の
仁
村
へ
の
広
被
ー
を
定
め
る
一
部
分
は

加
効
で
あ
ゐ
こ
と
な
ど
を
王
張
し
仁
、

ー
が
い
旧
対
レ
、
労
一
間
契
約
上
心
権
利
を
与
す
る
地
ん
古
川
為
る
古
」
（
｛
疋
f

山
一
職
者
を
除
〈
）
（
U

不
決
行
為
に
基
づ
く
尉
一
市
内
料
品
寸
の
請
求
ム
ヂ
ど
ん
c

お

f寄

ヰ

ミ

（
憤
浜
地
判
示
成

ー
ペ
・
十
円
二
九
判
タ

ヒ
号

会

判

け

一f
一
日
寸
↓
四
一
貝
、
労
判
九
同
二
り
μ
5
H
M
X
ら
の
請
求
を
全
て
棄
却
下
℃
控
訴
審
（
HR4口
胤
高
判
η
成一

ハ
一
－
一
ハ
－
一
一
ヘ

mH

抗手

志〕一

r記
の
泊
り
み
ん
訴
を
棄
却
し
ん
｝
た
町
、

X

っ
か
上
訂
〉

〆
、
E
r

f
k

ノ
1
7
ι

斗
円
〉
真
、
労
川
九
ハ
二
日

ハ寸つ

au訴
審
判
決
要
旨
／

公

第

主
廿

4
決
と
日
妹
、
本
れ
「
J

訴
審
で
も
お
小
川
mpTh可
権
や

2

恥
一
定
し

す
な
わ
ち
、
ム
六
日
七
分
割
は
、
労
働
契
約
十
守
合
む
品
川
業
が

そ
の
ま
ま
設
リ
会
社
等
に
包
括
承
が
さ
い
九
る
も
の
で
あ
り
、
承
新
営
業
に
ヤ
と

L
C従
事
し
て
い
司
一
人
辺
倒
v刊
の
初
当
業
務
や
労
働
条
件 （ 



に
は
変
ん
が
な
く
、

J
7
1
M同
契
約
取
締
法
一
一
条
は
労
働
主
的
問
主
主
移
籍
の
話
作
と
）
て
L
な
し
こ
と
か
、
つ
f
Q
I
J
一
、
分
説
会
パ
い
へ
の
伐

川
田
が
刊
仙
川
町
、
り
れ
る

υ味
で
の
永
縦
一
位
六
u棒
は
な
い
。

③
「
労
徴
収
、
約
承
縦
一
片
山
〕
条
の
ぬ
汚
出
、

J

の
ru入
↓
弓
か
ら
明
ら
か
な
乙
お
り
、
分
説
会
引
に
対
1
1
承
継
常
業
に
工
「
〆
て
／
任
事
す
J

る
労
働
者
ジ
〕
力
働
長
約
の
永
続
ん
て
ん

D
U会
社
分
割
に
つ
い
℃
、
分
前
会
社
心
人
τ労
鮒
者
を
対
象
？
ご
し
て
、
そ
の
刈
一
併
と
協
力
h
f
お
ら
れ

る
よ
う
努
力
ず
る
表
務
を
却
し
た
も
の
で
あ
り

｝
〕
に
お
っ
て

牧
に

u

久
木
れ
川
析
が
分
に
行
わ
れ
な
ひ
コ
h
J

／
｝
し
で
も
そ
の
こ
と

か
ら
、

ψ
l
然
に
会
社
分
割
の
効
力
に
影
響
を
R
は
す
も
の
と
し
う
こ
と
は
で
‘
さ
ず

十
慌
に
部
妥
当
官
及
は
す
こ
と
が
ゐ
コ
た
と
し
て
も

せ
ん
」
し
I
U

条
協
議
が
が
1

汚
で
あ
っ
た
、
一
と
を
宇
J
一
ぃ
詐
｛
止
さ
臼
る
に
パ
打
ま
る
も
の
と
工
つ
べ
き
て
あ
る
一

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

一
分
割
会
社
が
h
条
協
議
義
務
二
品
此
し
た
と
き
は
、
分
割
J
続
の
日
判
明
と
な
り
、

に
分
割
会
付
が
ム
条
協
訟
を
主
く
れ
わ
な

日
っ
た
湯
舟
え
は
実
質
的
に
こ
れ
と
戸
視
し
う
る
場
合
に
は
、

分
別
心
川
…
ー
切
除
内
し
し

c
l
L
解
さ
れ
る

uv、
そ
の
義
務
透
反

が
坊
の
、
引
J

働
者
と
の
問
ポ
キ
〕
た
に
す
ぎ
な
い
結
合
守
に

」
れ
令
分
割
川
効
の
原
阿
と
す
る
の
は
引
当
で
は
〈
、
将
来
の
、
引
J

側一
μ人

l
 

u
 

〔ミノハh9
 

4
一

の
附
低
利
義
務
が
包
折
的
に
訴
訟
会
社
に
成
制
卜
さ
れ
る
仕
組
み
が
絞
り
れ
て
お
り
、
会
社
分
割
削
浅
に
お
い
て
は
、
ご
の
判
例
芝
日
的
か
ら
、
一
川学下、人X

 
F
 

約
十
の
伝
権
ど
右
パ
ナ
る
に
す
ダ
な
い
労
働
者
同
は
品

l
d

訓
無
効
の
訴
え
の
掠
れ
一
権
が
認
め
つ
一
れ
て
い
に
ぷ
い
と
僻
さ
れ
る
こ
と
か
ら
し

J
U、

十
円
条
協
議
義
務
透
U
は
が
あ
っ
た
ぬ
合
い
は
、

ど
の
変
け
の
卜
に
、

川万一部ん
λ

約
の
忌
緋
に
異
議
の
め
る
労
協
中
γ
に
つ
い
て
、
分
割
会
初

と
の
聞
で
け
川
偽
契
約
の
忌
緋
の
効
ん
を
4
4
A
ノ
ヤ
と
が
ゼ
ざ
る
ょ
っ
九
〕
で
個
別
の
解
決
が
凶
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、

ヘム「
1
丈
l
J
1じこ

3

、一、今
J

小、

f
A
fノ
J
1
l
f
v

本
L
V
I
｛

承
緋
営
業
H
L
4

ノ
ア
ェ
ー
、
は
事
ず
る
労
府
向
者
等
の
労
儒
契
約
J
T
へ
門
川
町
庁
一
古
川
計
四
主
に
」
比
較
さ
れ
た
す
べ
て

ム
U
H
m
『
刀
持
に
よ
り
労
般
知
人
約
が
承
祉
和
さ
れ
る
新
設
八
百
社
が
分
説
会
社
工
h
規
校
、
資
本
カ
ヰ
J

に
お
い
て
劣
る
f
乙
に
日
る
ζ

い
っ
た
、

ム
日
利
分
パ
刊
に
よ
り
、
河
一
常
生
じ
う
る
／
）
一
回
’
記
さ
れ
る
宇
能
、
か
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
ポ
刊
誌
は
吋
該
労
働
布
に
お
い
て
甘
受
す
べ
き
も

の
と
い
中
唱
え
ら
、
れ
る
、
一
と
、
ヘ
万
割

T
続
に
寂
I

此
が
為
り
こ
れ
が
分
割
川
効
原
因
に
な
る
と
き
は
分
刻
川
ム
初
心

JALべ
に
よ
ら
な
日
れ
ば
こ
れ



い
こ
さ
れ
て
お
り
、
個
々
の
労
僑
ズ
に
労
協
契
約
の
は
絞
り
効
尽
を
ワ
わ
砕
る
一
℃
」
は
、
こ
の
分
割
矧
効
の
訴
え
の
制

支
の
例
外
す
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
会
什
分
割
に
も
仏
っ
て
形
成
さ
れ
た
法
仲
間
係
三
安
定
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
「
れ

は
、
労
問
者
が

h
条
協
議
義
務
造
反
を
＋
張
し
て
労
俄
契
約
の
承
燃
の
効
果
を
勺
J

う
ご
と
予
と
き
る
の
は
、
ャ
の
J
う
司
会
内
分
割
ピ

よ
る
権
列
義
務
の
本
継
潟
係
り
げ
ヂ
取
締
’
バ
L
l
f
し
安
定
心
安
請
z
f
｝
考
滋
L
て
も
は
お
労
鮒
者
の
列
苅
伝
一
説
、
古
川
院
先
マ
ゼ
る
必
授
が
為
予
t
ヌJ

ゾ
ー
れ
る
場
台
に
限
定
3
れ
る
こ
い

h

つ
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
十
ノ
池
に

μ
勺
て
子
札
ば
、
ム
ム
利
分
以
に
よ
る
労
働
契
約
の
承
継
ー
花
、
誌
の

z
の
る
労
働
者
は
、
会
引
分
割
、
か
、

t
h
条
協
議
主
人
「
く
行
わ
云
か
っ
た
湯
合
許
L
く
は
，
太
子
賞
釣
に
こ
ー
れ

2
何
回
附
し
得
る
場
合
、
ま
に
同
、

rI
条
協
議
の
態
様
、

ニ
れ
を
義
務
づ
け
た
と
記
規
定
の
越
U
H
を
没
却
す
る
も
の
で
長
ゎ
、
そ
の
ド
め
、
当
該
労
働
者
が
会
社
分

割
に
よ
り
沼
市
生
じ
る
J
想
定
さ
れ
る
右
前
μ

が
も
す
に
ら
す
可
能
性
の
あ
る
不
利
益
を
詔
ア
え
る
告
し
い
不
利
益
吉
被
る
こ
と
と
は
る
場
ん

に
限
っ
マ
、

レi
該
労
働
高
に
係
る
労
働
加
、
約
一
台
承
絞
対
象
と

L
こ
け
判
明
川
山
内
に
記
載
す
る
安
咋
が
欠
け
く
い
る
こ
と
J

ど
、
土
張
し
て
、

分
割
会
引
と
の
闘
係
で
、
分
的
契
約
の
」
水
制
恨
の
効
只
ー
を
字
、
円
、
一
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
一
が
相
円
で
あ
る
と
い
う
べ
き
て
あ
る
の
L

必
件
訴
脊
刈
斗
仏
、
W
H
K
拍
手
｝
し
と

だ
い
仲
ヤ
ふ
か

k
i
j
v
 
y
u仁げか
4
条
協
議
Jγλ
し
く
行
わ
丘
、
日
コ
ヒ
場
ム
円
も
し
く
は
実
武
的
に
こ
れ
と
同
視
し

う
る
場
〈
日
い
当
た
ら
な
い

J

「

Y
社
は
、

成
献
は
M
d
R
片
山
十
l
L
Y

し
て
従
事
す
る
方
鈴
ヌ
つ
が
分
割
仮
に
従
事
す
る
こ
と
M
’

J

予
定
さ
れ
て
い

る
実
務
の
川
谷
、
リ
刷
業
判
明
一
尚
早
一
の
他
の

分
対
m
v
H
Y
X停
で
従
史
が
あ
る
こ
と
は
〈
一
定
さ
れ
て
い
仕
し
ヂ
っ
た
こ

三
〉
一
仁
主
、

j
f
げ

i

！、p
f

y

／
）
か
ら
、
げ
の
uu労
出
院
か
一
に
説
明
じ
て
い
る
v

予
｝
心
、
」
こ
を
f

目
…
院
に
し
て
卜
記
h
条
鳴
誌

山
口
容
を
み
れ
ば

Y
吐
と
文
、

I
J

を
人
JH
む
労
相
叩
牝
台
只
乙
の
判
の

、
本
社
い
改
正
法
附
則
h
長
む
趣
旨
を
没
却
す
る
も
の
で

河
川
況
だ
J

民
一
反
の
取

民
L
V」
帝
び
、
平
一
の
～
め
、

X
う
が
本
件
会
社
一
マ
ム
に
よ
り
通
常
手
じ
る
に
ん
相
ぃ
父
、
？
れ
る
事
態
が
も
小
人
ら
す
一
可
能
性
の
ふ
め
る
不
利
、
什
を
起

え
γ
若
T
L
い
ボ
初
日
付
ip
絞
る
こ
こ
に
な
る
と
は
認
め
ら
れ
白
い
じ
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命
中
一
問
裁
判
決
要
旨
〉

ー
斗
条
協
議
は
、
労
制
契
約
の
棋
戦
の
い
か
ん
が
労
常
者
の
地
殺
に
甫
大
な
ん
泣
更
を
も
と
り
し
付
る
も
の
で
あ
る
こ
乙
か
ら
、
庁

設
公
せ
が
八
M
1
1山
］
叶
剖
去
を
作
求
L
て
阿
国
ペ
の
労
俊
有
の
労
慨
契
約
の
ポ
被
に
つ
い

わ
一
、
ぷ
継
さ
れ
る
む
！
え
れ
に
徒
主

ず
る
倍
々
心
完
働
有
と
の
間
C
協
議
を
／
れ
わ
守
、
当
設
労
偶
者
の
ぷ
『
王
寺
チ
／
J
h

踏
ま
え
つ
つ
分
川
会
社
に
主
継
の
判
断
を
さ
〕
一
、
る
、
」
と

に
よ

J
E
、
労
働
者
一
り
似
認
を
川
刊
号
？
乙
」
つ
る
趣
旨
に
で
七
も
の
と
解
3
れ
る
0
1

「
永
椴
法
一
条
一
川
記
の
山
崎
九
ー
に
は
労
働
者
は
ぷ
の
労

間
契
約

に
係
る
分
割
良
川
刊
の
決
ど
に
汁
し
て
兵
一
認
を
巾
［
中
山
る
こ
と
が
で
き
な
い

υ
駄
に
丸
山
る
や
か
、
記
の
よ
う
仕
五
条
協
議

の
恐
旨
か
ら
ず
る
と

孟
締
法
一
一
条
は
冶
正
に
半
条
脇
、
一
隔
が
行
わ
れ
中
I
ト
点
、
ガ
偽
有
心
保
守
誌
が
出
ら
、
れ
L
い
r
？
と
を
ν」
件
以
正
前
提
J
し

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

て
い
る
J
U

心
レ
〈
解
さ
れ
る
っ
こ
の
山
L

照
ら
す
J
、｝一↓
ι
iぬ
に
あ
る
特
丈
心
労
働
苔
と
の
関
係
に
お
い
こ
ム
条
協
設
が
主
く
れ
わ
れ

何
百
か
っ
た
と
討
に
は
、
当
該
労
働
者
ば
抗
戦
い
い
条
日
定
め
る
労
働
収
、
約
瓜
紅
む
均
万
円
亡
栴

J
P

つ
、
一
と
が
で
き
る
も
の
と
併
す
る
む
が
相

ψ
」
で
あ
る
つ
ま
た
、

ハ
リ
条
協
議
が
行
わ
れ
た
に
ぬ
ヘ
U

で
ゐ
ぺ
一
仁
、
也
、
そ
の
繁
一
心
分
割
会
仕
か
ら
の
一
説
明
や
協
談
心
内
容
は
L

昔
、
じ
く
不
l
分

ん
は
条
協
議
JY
求
め
L
T
I

祉
川
口
に
反
す
る
日
」
と
が
明
ら
か
に
は
場
介
に
は
、

分
割
会
干
に
口
栄
協
設
設
誇
の
違
反
け
か
あ
勺

立
あ
る
た
め

と
と
計
制
げ
で
、
寸
＼
山
「
－
u
d与
す
に
問
者
は
成
航
法
条
の
定
め
る
労
働
先
約
ふ
継
の
効
力
生
年
二
つ
こ
と
が
で
き
る

v

①
七
条
措
去
は

分
割
ム
A
k
l

に
ほ

J

て
努
力
義
務
な
d
F
了
ぺ
も
の
γ

と
解
さ
れ

引
に
瑳
反
、
土
子
に
自
体
は
労
働
契
約
及
川
帆
の

品川
h
ケ
ェ
ゼ
ト
比
右
ず
る
事
川
に
な
る
ー
も
の
で
は
な
い
。

お
い
て
な
な
情
報
酬
批
供
斗
J
H
J

自
さ
れ
な
か
っ
七
が
ぺ
仰
に
五
条
喝
議

が
そ
の
実
質
を
欠
く
い
一
と
に
仕
っ
た
t
い
ヮ

の
事
情
が
あ
る
場
ム
ロ

h
奈
義
品
川
忠
反
の
右
t

川
半
、
判
断
了
J
7
Q

一
事
情

f
J下じ

h
h

徒
指
置
の
い
か
ん
が
問
題
に
ば
る
に
、
、
ど
ま
る
1
0

品
川
一
］
条
折
荷
均
一
1
h
条
論
議
は
お
い
て
ん
川
部
会
判
が
一

dwサ
を
す
べ
き
句
評
与
に
つ
い
て
は
、
：
：
：
指
針
は
、

一〕条指

E
iじμ
U

J

I

L

万
働
者
心
在
所
と
協
力
主
得
る
ベ
ミ
品
王
頃
2
L
1
会
判
ん
ら
ん
万
割
口
一
首
長
お
よ
び
珂
山
並
び
に
労
働
者
が
忌
ん
が
さ
れ
る
、
円
業

ι
T
J
し
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rL
へ
札
む
す
る
か
汗
か
の
判
断
仲
品
川
明
治
？
を
犬
十
げ
、
ま
た
｛
斗
条
協
議
に
お
し
い
て
は
、
ぷ
継
さ
れ
る
引
業
に
従
g－
f
Q労
叫
別
立
ロ
い
汁
、
以
て
、
引

一
成
分
割
後
に
、
一
試
労
働
請
が
勤
務
す
る
会
内
心
肌
要
や
斗
政
労
働
討
が
上
記
常
茶
に
士
と
L
て
従
事
す
る
労
働
有
に
該
当
す
る
か
百
か

を
説
明
L
、
そ
の
希
望
を
恥
以
L
て
上
で
、

υ

訟
労
俄
者
に
一
一
る
労
府
町
長
約
の
ふ
継
の
有
与
や
抗
末
形
怒
川
江
に
つ
れ
す
川
閣
議
を
一
ヲ
〉
♂
4】

の
と
定
め
て
ド
司
令
が
、
そ
の
定
め
る
い
〈
こ
ろ
は
、
以
上
一
品
不
し
に
と
こ
ろ
に
沼
、
ら
ー
で
い
柄
本
的
に
行
珂
牲
を
有
「
る
も
の

C
4め
り
、
州
昨

別
の
事
案
に
お
い
て
行
わ
れ
た
じ
粂
訂
置
や
伝
来
協
一
弘
お
法
の
ん
止
め
る
続
出
H
を
渦
～
ず
か
当
か
を
川
断
す
ゐ
に
当
た
っ
て
は
、

指
針
に
沿
っ
て
行
わ
札
た
も
の
で
あ
る
か
い
ケ
か
も
分
は
い
考
淫
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
c

吉
村
は
、
七
条
引
い
民
と
し
て
、
ド
件
会
社
分
割
の
利
市
と
背
京
及
び
承
絞
さ
れ
ゐ
労
働
刈
人
総
の
判
配
基
仕
下
等
に
つ
レ

t
促来門
RH

代
ι
ム
者
に
説
明
等
主
行
い
、
信
市
共
有
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
寺
中
〈
イ
ン
ド
ワ
ュ
不
ッ
に
設
置
し
た
ほ
か
、

C
世
の
中
川
悶
と
な
る

こ
と
が
予
記
さ
れ
る
F
事
業
所
む
従
業
員
代
表
者
と
別
注
協
議
を
行
い
、
そ
の
要
笠
井
に
対
じ
て
吉
FE
で
の
町
容
も
［
だ
と
い
う
の
で

あ
る
こ
れ
は
、
七
条
抗
山
倍
、
り
対
象
事
項
ん
ど
刈
記
の
？
と
お
り
挙
げ
た
限
引
の
政
旨
に
包
か
な
う
も
の
1
／
い
つ
べ
き
で
み
」
る

v
h条
協

ぷ
に
つ
い
て
は
、
「

y
fは
、
従
業
尚
、
代
支
打
者
へ
の
上
「
心
説
明
に
引
い

〉

、ィマ、

？
イ
ン
専
門
職
二
各
ラ
イ
シ
従
業
員
へ

の
説
明
や
昨
日
似
に
納
得
、

J

な
い
従
烹
一
一
ハ
ピ
沖
し
て
の
殻
れ
れ
＝
同
の
協
議
を
行
わ
せ
、
多
〈
の
従
Mf一
貝
が
昨
日
継
に
川
王
子
J

る
意
向
J
T
h
L

ー
心
、
も
の
で
あ
れ
川

V
ム
じ
は

Y
八
ら
九
対
ト
ー
る
関
係
で
は
」
れ
ど
代
目
す
る
又
お
と
の
闘
で
七
凶
に
わ
に
わ
協
議
十
一
片
付
つ
ど
と

ま
た

も
に
書
面
心
や
り
絞
り
主
仁
丹
J
h
r
n

こ
し
、
（
引
の
慨
す
λ

や
X
り
の
労
府
町
長
約
が
れ
中
継
さ
れ
る
乙
の
判
別
柏
市
市
を
ト
い
え
、
人
と
お
尚
一
川
持
の

安
ぷ
に
は
じ
U

じ

f
れ
な
い
と
刊
札
門
司
〆
た
っ
そ
の
際
ピ
、

－

r
げ
心
部
後
に
勤
務
寸
る
じ
社
C
純
愛
や
X
ら
が
示
継
対
象
山
一
二
十
ぶ
ト
九
十
一
と
し
て
従

事
ず
る
者
に
該
当
「
る
二
一
が
説
円
引
さ
れ
て
い
る
か
、

こ
れ
は
冗
粂
協
議
に
お
け
る
1

品
川
事
請
を
川
お
り
と
お
れ
に
定
必
に
指
〈
五
併
の
い
陛

山
口
に
か
な
う
も
の
と
い

h

つ
へ
き
ゃ
あ
h
＼
一

Y
仕
の
瓦
条
治
議
が
可
分
で
あ
る
乙
は
い
え
ず
、

X
ら
り
仁
社
へ
の
労
働
契
約
一
点
加
恨
の

別
力
が
止
じ
は
L
と
い
う
、
一
と
ぽ
で
、
ぎ
な
L
〈
ま
た
、

ー
条
協
議
サ
心
不
分
乞
在
山
2
ず
る
不
法
行
為
が
成
？
U

す
る
と
も
レ
凡
な
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1 

事
長
議
波
。
会
社
分
割
1

／
労
働
契
約
関
係

事
業
一
一
日
波
は
議
続
当
字
者
荷
の
債
権
い
山
人
約
で
労
働
契
約
四
対
係
？
も
棒
刊
義
政
初
で
あ
る
刀
、
つ
、
民
政
法
の
凡
ル
と

L
て
は
、
労
働
い
川
人
口
約

日
対
係
を
譲
渡
付
象
か
h
，
除
い
れ
と
寺
る
の
が
似
剛
山
で
、
労
働
」
刊
人
約
を
本
wm
「
司
令
場
介
は
、
民
法
六

つμ
一

日
ア
〈
ず
る
r

こ
の
よ
う
に
F

刀
働
者
に
一
刊
一
又
会
社
へ
の
転
籍
恒
否
権
、
β
あ
る
山
J

で
、
公
判
分
割
と
長
な
る
r ι条
hr却
用
さ
れ
労
働
者
の
一
片
山
胃
J
Vと

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

ゐ
五
社
分
割
は
品
川
的
S41泊
↓
ふ
が
と
さ
れ
、
水
継
さ
れ
る
宇
札
業
務
に
労
働
却
人
北
関
係
が
ん
丙
ま
れ
る
と
ど
め
ら
れ
た
場
合
は
民
法
？
ハ
二

一h
条
の
山
政
市
が
な
く
、
労
働
苦
の
何
色
が
不
安
で
山
町
i
r
m
に
示
仇
約
さ
れ
ソ
叫

労
働
者
以
護
は
判
別
【
リ
伝
で
f

久
処
す
る
こ
と
に
と
る
や
か
、
み
小

刊
は
事
業
譲
ー
ゆ
と
評
凶
さ
れ
る
べ
き
ケ
ー
ス
と
い
う
こ
と
も
で
き
）
Q
F

〉

労
働
行
保
義
世
相
崖
を
め
ぐ
る
判
断

前
一
審
お
、
弐
）
控
訴
悔
は
L
Y

も
い
労
鈴
ん
一
へ
約
の
広
一
継
を
否
定
す
ゐ
た
め
い
、
「
会
社
分
説
法
効
の
訴
え

L
f件、つ
nF労
働
契
約
『
広
机

の
川
正
効
J

ド三

て
地
位
確
認
詩
文
一
日

J

で
き
る
と
、
ど
乞
ノ

7
3
1
2叫

ム

U
は、

k
冬
、
他
山
笠
‘
十
n
条
協
議
の
い
ず
れ
の
違
反
も
ふ
た
i
八

γ
割

の
イ
一
刻
町
内

r
な
り
つ
る
こ
1

J

た
卜
で
、
い
効
柏
町
一
司
乙
認
め
つ
れ
る
組
問
に
つ
き
、
分
説
会
社
古
山
甘
い
置
や
協
議
を
ん
く
行
？
わ
い
な
か
っ
た

ぬ
ム
口
ま
た
は
実
質
的
に
h

ア
れ
と
可
川
市
1

こ
つ
る
場
合
に
限
定
ー
よ
」
υ

品
一
訴
存
地
対
で
は
、

J
u

条
活
出
は
い
h
b
k
J山

り
効
ハ
げ
に
影
響
を
及
ぼ
さ
は
い
も
の
に
仕
置
づ
け
、
丘
条
協
議
、
謀
反
に
つ
い

て
は
、
ム
A
u－
－
翫
の
無
効
柄
小
刈
こ
す
る
円
、
で
は
第
七
長
こ
共
泊
す
る
が
、

祁
山
一
刀
鮒
者
と
の
拘
で
茨
務
違
反
か
生
じ
ー
一
に
返
さ
は
い
場

合
は
畑
効
原
因
と
し
は
レ
＝
し
か
し
徐

比百は、

ー
い
条
協
一
一
一
の
小
J

川
グ
什
の
t

切巾ポ
b
l
会
引
分
割
の
川
ん
t

切
に
出
結
さ
せ
、
九
五
社
分
割
の
川
効

（！メ人民半、日：／ス・＂ Z3！自；3＂〔2りlキ 11



つ
れ
な
い
限
り
、
労
協
契
約
の
武
純
一
U
体
の
無
効
h
d
与
一
ノ
方
法
は
な
い
L
Y

ー
青
山
首
之
、
そ
の
和
ヘ
嗣
さ
は
下
級
官
L
Y

致

L
に
い
る
が
、

佼
に
み
る
よ
う
に
攻
論
上
訂
日
す
べ
き
守
が
台
主
、
れ
て
い
る
。

内

、3

会
社
分
削
無
効
の
訴
え
！
と
労
働
寸

分
配
相
対
原
因
に
つ
パ
て
は
、
川
叩
日
記
J

と
JT
、
提
訴
r他
者
も
限
定
さ
れ
マ
、
い
る
。
仮
に
労
働
昌
保
護
川
VJIり
主
じ
は
が
認
定
さ
れ
、
ネ
一
れ

が
ん
刀
剖
州
効
原
因
と
さ
れ
て
も
、
労
働
者
に
会
社
分
割
無
効
の
提
訴
資
格
が
為
る
か
、
β

議
出
と
な
る
（
干
の
資
絡
が
な
く
と
も
、
本
判

決
心
よ
F
7
に
所
決
下
さ
る
の
で
あ
れ
ば
、
サ
ハ
レ
、
労
働
者
に
ム
円
札
分
割
川
t

切
の
訴
え
引
い
活
資
絡
を
「
刊
誌
吃
る
必
要
は
は
い
司
）
十
一
J

条
協
議
韮

反
に
千
－
判
別
し
た
v
h
ん
働
者
に
つ
い
て
、
労
働
公
約
の
一
本
継
が
必
｛
じ
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
労
問
者
以
議
心
実
問
怖
が
刊
能
と
な
る
例
文
心
机

拠
も
ほ
く
会
任
分
割
無
却
の
訴
え
提
起
一
梧
者
全
拡
人
す
る
の
は
、
解
釈
の
限
界
女
超
え
る
疑
、

な
く
、
公
社
分
割
を
伽

効
と
す
る
こ
1
／
に
よ
る
影
響
も
考
巾
思
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

d

な
お
、

lv
反
論
と
し
て
は
、
労
働
者
ま
で
提
訴
権
在
中
」
依
張
す
べ
き
と

の
li張
、
も
み
ら
れ
る
む

4 

段
高
裁
判
決
の
評
価

本
利
h

小
、
分
鳴
ヤ
れ
が
九
百
社
分
誌
に
よ
る
労
使
川
〈
約
手
継
の
ハ
切
hυ
を
語
、
J
場
ム
い
に
、

へ
ん
存
在
法
八

八

条

項

九

号
・
一

C
Hす）

uh汁
の
方
法
主
個
別
に
弟
継
の
効
力
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
乙
し
て
、
↓
車
川
柳
の
効
力
が
否
定
き
れ
λ

る
の
は
ど
の
よ
う

人
司
場
合
古

U

共
体
的
、
仏
未
払
賃
金
片
山
花
伝
と
を
有
し
ブ
｛
、
い
る
労
時
間
荷
は
、
そ
れ
に
却
す
る
閉
山
h
H
使
権
者
間
六
品
子
統
一
人
民
社
法
〕
九
九
条
・
八

条
）
一
し
呉
議
官
忍
べ
る
こ
と
か
認
め
ら
れ
、
日
片
品
誠
一
日
土
地
ベ
ロ
者
は
ん
品
川
引
分
割
川
切
り
訴
え
の
わ
小
牛
円
冶
抗
日
が
忘
る
三
と
に
な
る

三
百
社
法
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八
二
八
生
町

明
九
ロ
勺

）
一
の
が
十
一
品
川
は
け
は
斗
ハ
体
的
な
ム
後
債
権
凶
収
に
つ
い
て
慎
権
者
が
有
す
る
期
待
を
保
護
す
る
制
攻
で
あ

る
」
こ
れ
に
討
し
て
、
継
続
的
仕
労
倒
見
約
関
係
の
当
事
者

F
Jて
心
地
殺
は
、
と
C
T
U引
に
o

っ
て
保
護
き
れ
る
刈
象
乙
は
な
り
な

U

」
こ
の
よ
う
に
、
九
百
社
九
刀
試
r
一
川
切
の
訴
え
に
よ
っ
て
継
続
的
契
約
問
一
僚
に
あ
る
労
協
明
者
の
政
ι併
を
似
る
二
、
ニ
に
は
凶
黙
が
あ
り
、
ヲ
ヘ

の
当
可
」
を
め
く
っ
て
は
立
法
論
も
ん
同
吟
議
論
が
あ
る
n

七
二
明
、
ハ
心
開
制
効
柏
崎
河
が
認
め
ら
れ
守
、
ど
も
、

部
労
働
者
と
の
内
で
手

統
的
限
枇
？
の
る
場
九
じ
に
は
、
分
会
会
判
、
と
り
叫
刊
で
炉
別
に
承
継
の
効
力
を
争
う
こ
、
〕
を
泌
氏
る
い
抗
付
対
乱
、
」
も
い
う
父
、
さ
野
併
が
あ

る
（
こ
れ
に
川
付
し
て
は
、
分
割
川
効
原
因
に
の
み
依
拠
す
る
見
解
と

L
亡
、
労
働
者
口
、
万
働
辺
約
本
J

祉
の
ャ
籾
力
主
争
う
に
は
会
日
引
分
割

加川…効
U
、
県
ハ
ヤ
」
経
由
す
る
こ
と
ん
乞
求
め
る
い
従
ば
効
一
品
と
も
い
う
べ
き
考
え
門
け
も
あ
る
が
、
桔
対
効
一
説
を
よ
っ
J

持
す
べ
き
で
あ
る
じ

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

こ
れ
を
本
件
に
ウ
い
て
み
れ
ば
、

μが
L

脅
か
ら

L
E寄
ま
で
す
、
て
会
怜
分
割
削
1

初
心
一
一
、
ぇ
以
外
の
刀
U
で
労
働
契
約
求
総
心
川
…
ー
刈

を
じ
」
張
で
き
る
と
さ
れ
と
き
に
が
、

h
…
効
ー
と
な
る
場
合
に
つ
い
こ

〉
て
い
る

F

邑田市

審
で
い
い

求
総
が
h

川
効

と
ん
仇
る
の
は
分
割
派
効
原
同
が
存
也
、
「
る
場
合
に
限
定
し
、
η
条
協
議
の
不
同
行
ま
た
は
中
古
川
的
山
、
｝
れ
と
同
ー
似
し
う
る
拐
ム
円
片
山
肌
る

と
し
之
「

v

位
訴
詳
で
は
、
分
割
’
止
効
防
相
区
1
／
水
継
の
効
力
を
切
断
し
、
治

ふ
詳
の
場
合
に
い
叫
ん
て
、
労
働
巨
が
分
割
に
J
り
同
常
守
V

J

る
不
利
片
FJT起、
λ

る
名
、

J

い
不
利
民
主
被
る
い

ζ

と
な
る
川
場
合
に
も
ポ
絞
り
効
力
を
か
ず
し
う
る
と
ど
ん
〉
ぶ
判
決
は
、

1
M
u
同
裁
乙
し
て

は
羽
）
め
て
相
川
斗
効
読
む
三
一
以
亡
庁

J

た
卜
で
、
不
利
伝
性
ζ

い
も
つ
実
体
的
援
件
を
付
け
た
控
訴
審
と
早
ア
広
三
I

1

h
冬
、
協
一
誌
の
趣
旨
の
み
ど

M
i
ら
1

〆
て
承
継
の
効
力
を
判
断
L
～
三
つ
ま
り
、
品
、
の
ふ
I
H
は
、
北
都
3
れ
る
事
業
に
従
事
す
る
悩
々
の
労
協
有
の

J

メ
込
町
盟
一
せ
を
も
分
割

に
反
映
さ
せ
る
ピ
4
枕
性
を
確
仏
ず
る
、
」
と
を
忍
じ
て
労
明
者
の
作
“
お
を
阿
る
ー
も
の

て
、
示
継
汁
広
一
一
条
の
効
果
は
h
争、為

主
計
直
巧
と
了
円
し
心
こ
こ
zMt間
誌
、
／
、

混
と
ち
I
I
／

fhii
／！

J

y

v

p

特
定
心
労
働
者
と
の
明
係
で
h
託
協
ニ

J

叫
が
ヘ
ヱ
ノ
＼
行
わ
れ
な
ひ
コ
h
l

乙川、

ヘ
刀
窓
会
引
か
ら

の
説
川
や
為
U

誌
の
有
一
杯
が
著
し
く
不
一
分
は
f

め
、
瓦
条

M

泊
14

的
の
お
山
口
に
反
ず
る
こ
と
が
川
町
ら
か
広
場
台
は
ぷ
継
の
効
h
M
が
T

川
記
さ
れ

る
と
し
た
し
投
訴
事
が
主
し
レ
不
引
J
M
と
L
wつ
限
定
寸
官
設
日
た
こ
ー
と
に
批
判
が
あ
コ
た
が
、
足
高
裁
は
日
」
心
不
引
品
性
と
レ
号
球
件
を

（！メ人民半、日：／ス・＂ ZS！自；37〔2りlキ 11



へ
AUJ一
戸
ヲ
一

設
け
ず
、
特
心
の
労
叫
別
立
と
川
1
小
、
い
て
い
刊
川
巧
的
h
T

幼
の
J
M切
な
と
っ
z
l
h

こ
と
は
許
箔
で
き
1

せつに

本
汀
決
は

4
条
カ
品
戸
山
義
務
造
反
；
ず
な
い
と
1

よ
」
が
、

このにマ明
r
川
に
コ
い
て
は
ユ
弥
市
が
7

め
れ
う
る
。

ぐ
り
わ
け
労
協
法
子
昔
か
ら
の
批

刊
が
汁
げ
♂
V

ノ
ハ
介
民
会
社
は
労
骨J

払
旬
1

一
誠
実
に
百
一
条
協
議
を
行
、
つ
義
務
が
あ
る
乙

本
件
い
は
ゲ
ノ
ル

7
会
社
閣
の
移
転
手
案
で
あ
る

の
に
、

uT仙
川
新
設
分
割
に
渇
Lq
る
形
人
的
は
説
明
や
斗
容
に
留
ま
っ
て
い
て
、

確
か
に
、
形

誠
実
き
に
欠
円
る
九
百
ど

人
的
に
説
明
を
重
ね
る
に
円
と
は
十
分
と
は
い
え
ず
河
村
廿
が
問
題
で
あ
る

U

会
川
引
分
京
を
媒
介
に
す
る
こ
〉
〕
で
、
労
約
者
保
設
の
川
氏
述

が
実
質
L

一
一
征
脱
さ
れ
る
、
」
と
の
な
レ
ょ
う
れ
主
に
考
議
す
べ

労
働
渋

Jtrιυ
湯
に
取
ら
ず
、

f
の門山市也↓二議へ師、一
7

匂

で
判
決

ι汁
ず
る
疑
問
山
川
や
批
川
川
士
い
か
に
江
町
悩
「
べ
き
か
c

こ
の
判
断
は
遊
日
て
送
、
れ
h

d

w

関
門
と
レ
え
r
匂一

ム
従
来
協
議
以
と
が
江
の

も；極

白首
グJ iこ
だ）＇Ii
J,C,'. 

h 1丁
伝わ
制 f.,
皮た
志台〉

巨＼ir r 
1:l' う
と刃ミ
す iこ
れ「4:rc.1し

ア

［士、

判
決
心
中
日
I
U
C
当
討
は
引
と
し
て
、
出
炉
引

半
什
は
相
当
に
微
妙
な
事
案
で
あ
る
が
、

判
決
C
限
度
に
4
0
や
む

Y
え
な
い
置
が
み
る
ン
不
採
持
部
門
を
訪
問
す
れ
ば
足
終
的
に
は

出
淀
川
肝
一
層
心
淫
命
士
辿
る
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、
労
働
占
訟
の
賛
成
主
刊
ら
れ
な
い
ま
ま
限
内
（
り
幣
血
縁
台
に
九
百
仕
分
割
を
吋
池
山
せ
ざ
る

ー
ピ
え
と
い
場
仏
門
？
込
町
一
り四

解
釈
論
の
限
界
ζ
悶
寸
法
の
一
万
山

1 

解
釈
、
加
の
限
界

現
行
財
え
の
L

州
出
店
で
は
償
怪
材
伐
蕊
仁
木
分
、
ニ
の
認
識
に
た
ヮ
て
、

詐
パ
内
的
会
社
分
割
に
お
け
る
叫
崎
一
行
債
権
者
が
承
献
会
什
弘
子
仁

履
行
請
求
で
き
る
よ
う
な
立
法
も
検
社
穴
れ
て
一
る
よ
、
っ
と
あ
り
、
ハ
z
k
i
倒
民
処
珂
弁
護

i
ネ
ッ

f
リ
フ
の
六
一
に
で
も
、
μ

法
務
担
UM己

の
分
説
会
日
引
は
、

残
行
片
山
花
者
｛
山
僻
削
刊
志
位
却
を
行
、
わ

、
こ
れ
中
段
患
に
怠
る
2
忍
h
仙
寺
｝
受
け
口
ぱ
古
っ
乙
債
権
者
は
承

幹
夫
社
寺
に
説
ノ
付
の
お
い
本
一
乞
1
J
J
G
一
て
い
m可
能
と
一
ぱ
る
よ
う
な
提
案
を
し
て
レ
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日
中
汗
為
な
消
な
と
で
悩
別
い
解
決
す
る
の
に
対
〆
、
全
体
的
に
解
決
す
る
い
と
を
い
お
し
て
、
例
外
な
く
何
別
佐
川
一
口
を
実
務
い
い
い
け

、
あ
る
い
は
効
来
的
で
あ
る
の
か
も
L
れ
ヨ
い
、
位
務
超
過
の
場
合
は
、
ヘ
M
M
M
山ム古代

て
の
依
注
者
に
佑
持
者
保

護
1
什
況
を
池
山
川
し
、

制川川山間
μμ

江
主
没
汁
る
と
県
議
、
庁
、
戸
山
内
じ
分
説
会
什
か
ら
弁
治
・
担
刊
提
供
を
一
円
又
け
、
州
問
刷
叫
H

折
口
ヘ
lvqけ
れ
ば

F
続

の
限
枕
ん
ゼ
辺
自
に
A

口
組
分
割
泊
、
効
け
訴
え
の
提
起
争
認
め
、
こ
れ
に
ふ
勺
て
宇
問
中
ペ
切
の
促
進
に
川
か
わ
叶
る
こ
と
も
で
き
る
こ
ど
っ

抱
強
も
参
考
、
、

、J
」、
7
3／
 

炉
別
伝
出
の
絶
対
的
広
山
九
件
化

u、
手
間
二
費
削
が
分
布
会
日
引
の
逃
草
負
担
d

中一
J

品
川
〈
恐
れ
も
占
め
る
ハ

こ
れ
を
債
務
記
池
心
会
社
に
浪
｛
必
ず

7

匂
と
し
て
よ
い

J

、

5
縦
、
え
刀
J

り
さ
正
さ
さ
ど
の
り
、
こ
れ
は
笥
掃
の
殺
行
の
見
込
み
を
民

川
け
と
す
る
か
ヲ
γ
つ
か
の
詠
一
討
に
も
関
わ
る
。

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

ι〉

詐
J

古
rru
為
に
対
す
る
対
応

残
方
債
権
者
心
保
護
に
つ
い
ν

、は

尺
ι
仙
の
計
害
行
為
取
消
憶
に
工
る
解
決
で
は
！
人
工
と
は
い
／
、
た
い

佐
川
市
的
h
J
a

会
社
分
割
の
山
女

れ
が
川
川

J

恥
聞
に
で
き
れ
ば
、
そ
れ
な
定
義
し
て
涼
規
制
す
る
こ
と
も
吋
能
と
と
る
が
、
会
て
の
安
件
J
V一
期
制
吋
析
す
る
の
は
き
わ
め
て
悶
雑
と

し
れ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
は
み
羽
交
的
で
も
あ
る
c

殻
終
的
に
は
、
会
社
法
制
の
引
で
州
品
川
、

J

て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ

Lyr

な
ろ
h

つ
が
い

そ
こ
亡
、
債
権
有
異
議

f
日
況
の
一
［
一
品
店
し
ぐ
会
社
分
割
斗
卓
宗
祉
の
庄
H

守
主
任
の
拡
張
と
を
組
み
ム
い
わ
ぜ
る
1

｝
い
う
目
、
体
的
な
ん
向
性

を
ぶ
す
，
作
事
も
み
ら
れ
る
。
」
れ
は
、
債
稔
苔
異
議

1
続
t
会
什
－
分
割
当
事
ん
h

祉
の
遠
州
知
支
任
を
互
い
に
倣
立
さ
も
」
て
、
こ
の
ふ
丈

つ
を
仲
良
持
者
保
一
生
日

、
」
心
中
で
、
公
権
者
け
八
議
千
統
一
り
対
象
と
な
る
乍
、
権
者
の
範
一
広
一
を
拡
張
す
る
掛
索
引
ぽ

さ
’
れ
て
い
る
。
「
れ
は
、
今
絞
り
謀
説
と

L
て
仲
間
討
に
値
す
Q
U

九
体
的
に
は
、
人
町
村
法
〕
八
九
条
噴
口
勺
第
品
目
恥
斉
お
れ
υ八

一
C
条
一
頃

i
T
J

第

γ
式
予
知
主
H
p
u
h
川
山
一
除
な
い
と
で
為
る
c

ま
と
、

M
1↓
町
出
催
止
円
が
布
市
下
ざ
ゐ
湯
合
「
仁
一
ヘ
九
条
駅
八
ム
ハ
ノ
条
二
前
一
一
）
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に
つ
い
て
J
E
、
p
こ
の
見
回
、
〕
が
必
安
で
あ
る
と
「
号
令
指
拘
も
検
討
に
他
「
司
令
ご
あ
ろ
う
二
の
一
場
制
ご
は
例
別
依
乙
を
原
則
的
に
鋭
件

と
し
て
お
い
て
、
そ
の
例
外
／
ア
し
一
L
限
ら
れ
た
純
闘
で
悩
別
院
f

口
の
省
略
が
が
め
つ
れ
る
べ
き
で
あ
る
ハ
債
権
有
が
知
ら
白
い
主
主
会

社
分
誌
が
pf
わ
れ
、
異
議
今
、
早
川
内
1
る
機
会
も
な
い
乙
い
う
の
は
問
題
で
あ
り
、
健
全
司
会
社
分
割
の
促
進
、
｝
の
パ
ラ
〆
ス
の
！
一
ー
で
、

中
」
事
会
引
心
片
品
川
責
任
J
U
考
え
ζ

い
く
べ
き
で
あ
る
n

「3
〈》

労
働
れ
の
保
混
同
法
制
出

日
本
I
H
M
V件
判
決
円
失
礼
汐
剖
雫
一
ぞ
い
お
レ
て
分
割
恨
効
の
戸
市
、
ス
の
J
A
U
4
2持
か
現
／
行
法
で
認
め
ら
れ
と
レ
な
w

者
の
欣
治
を

凶
ろ
沿
っ
と
す
句
点
で
、
前
川
拘
コ
一
・
ビ

1
F
1
ル
事
什
と
共
通
し
て
い
る
わ
そ
の
玄
院
で
も
本
絡
に
お
い
こ
、
金
銭
信
作
刊
を
同
門
的
「
す

る
公
社
結
権
者
心
保
護
と
持
続
的
労
働
収
、
約
心
維
持
を
月
的
と
す
）
令
労
働
者
心
保
昔
日
吉
一
拡
［
て
議
論
し
て
き
だ
広
義
が
あ
る
労
働

V
宮
山
山
識
を
川
川
る
た
め
に
は
、

さ
し
あ
た
り
会
七
分
割
心
姻
対
的
温
効
が
本
認
さ
れ
れ
ば
足
り
る
2
ヴ
ヲ
之
、
口
れ
る

仰
い
主
的
証
効
の
碩
凶

性
ー
ピ
除
去
す
る
引
い
い
川
的
無
効
の
考
、
九
仁
川
ほ
、
会
社
分
割
肉
体
の
効
力
と
分
割
に
伴
、
っ
労
働
契
約
承
紋
の
効
力
と
を
切
り
減
し
て
、
会
！
ド

分
割
だ
け
は
有
効
こ
し
て
お
い
て

に
の
労
一
潟
支
の
み
が
労
協
契
約
関
係
官
小
川
世
の
呈
効
な
ム
バ
社
に
ち
張
で
き
る
と
い
う
J
U

の
↑
一
ど
め
る

労
働
者
は
肉
己
の
労
働
女
約
関
係
の
相
川
崎
と
け
い
関
心
が
あ
わ
、
ん
訂
以
t
八

γ
割
凶
体
の
効
力
主
寸
う
こ
と
に
関
心
が
な
い
は
ず
で
あ
る
、

そ
三
三
あ
れ
ば
、
会
吋
分
誌
の
対

M
を
左
右
せ
「
に
、
公
社
ー
一
第
一
奇
心
取
引
関
係
に
影
響
を
及
ぼ

rF
二
乙
な
ノ
＼

日
I

防
衛
す
実
況

じっ ξ 
町 三ぞ
れ 」

'1:i る
j肉栴
拾対
を的
対 f'" 

"'' め効
包J ' 

立ムこ
法る
の；W
4：、決
宮古 が
お刊 百三
十 r は

は i
(t ご
ざあ
そる

あえ
ゐ主る

c c 

」

0〕

判
断

聞
い
て
労
働
荷
山

労
働
契
約
冴
係
の
水
継
J

ピ
め
く
3

て
は
、

ヤ
一
れ
ま
で
公
社
分
割
の
ほ
か
に
宇
菜
次
段
や
合
併
は
ど
の
場
一
向
で
誌
論
が
石
山
ー
し
て
き
ゅ
人

げ
か
、
そ
れ
ぞ
、
れ
伝
染
再
編
の
幻
汁
一
人
間
ら
し
て
整
合
的
な
労
働
者
保
譲
法
作
を
尚
北
官
十
ゐ
の
が
明
主
主
し
い
c

と
り
わ
記
、
余
引
分
制
と
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事
M
d
R
吋
一
呼
応
の
一
桜
近
化
ー
一
、
日
仙
川

的
な
労
僑
契
約
関
係
の
処
遇
1

百
件
柏
村
に
値
「
る

五

今
後
の
課
題

現
行
会
日
引
t
仏
、
で
の
併
釈
〈
一
円
勺
け
る
だ
円
で
は
、

間
咽
閥
解
決
に
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
会
社
法
の
中
で
八
百
社
分
割
に
お
け
る
司
一
訂

の
会
社
渋
権
者
仮
設
の
ぶ
ぬ
れ

J

十
々
な
止
法
論
と
し
て
ペ
ー
討
一
G

J

る
万
民
約
不
3
れ
、
一
口
で
に
み
た
よ
弓
注
ど
体
的
内
丸
小
粂
も
注
さ
れ
た
u

、、こ

ろ，，く
" 

こ
の
刀
叫
に
対
し
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
み
ら
れ
る
し

そ
れ
は
、
こ
う
で
た
る
＝
余
引
法
剤
投
で
は
援
用
約
九
日
札
分
割
に
け
し
て
分
な
対
応
ぺ
υ
で
き
な
レ
し
な
ぜ
か
と
い
工
一
及
川
、
会
牡
法

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

は
、
ム
ム
什
伝
一
心
J

行
為
が
行
わ
れ
た
後

r
、
そ
の
債
権
者
の
私
権
が

M
収
で
き
な
く
な
る
と
い
う
事
信
ぶ
必
定
し
て
制
度
が
持
？
3
れ

て
お
ら
ず
、
半
時
か
つ
送
出
心
会
仕
の
行
為
を
規
律
す
る
い
一
山
洋
と
し
て
規
ー

い
る
ν

作
間
防
相
者
へ
心
弁
泌
が
で
き
ん
a
く
な
ゐ
こ
と

が
攻
究
仕
し
て
，
も
、
ヘ
ロ
社
枯
山
内
守
山
の
工
う
な
事
訟
は
解
釈
乍
人
〉
て
起
こ
り
弐
な
い
も
の
と
し
て
幣
思
し
て
き
に
わ
一
め
、
議
論
の
い
円

市
水
と
し
て
こ
な
か
コ
に
、
に
と
え
付
、
か
つ
て
「
債
誇
の
阪
行
口
一
札
込
み
が
お
る
こ
と
が
実
体
説
作
と
さ
れ
る
こ
と
て
、
会
作
分
割

の
4
T万、

慎
椅
担
＼
の
弁
済
が
で
き
な
く
な
匂
と
い

じ
ま
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
乙
こ
の
止
め
、
債
株
主
が
中
さ
れ
る
場

人
ぱ
に
実
効
性
の
あ
る
損
害
阿
復
鳥
決
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
機
会
、
引
な
か
っ
た
戸

つ
ま
り
、
会
社
法
は
、
改
怖
役
責
任
厄
制
な
ど
に
み

佑
持
か
一
へ
の
汗
済
古
で
き
な
く
な
る
よ
う
な
し
J

ハ
吋
を
事
、
川
に
仰
す
る
見
制
を
置
く
に
乙
ど
ま
り
、

ん
い
の
刊
仮
に
つ
い
て
は
説
諭
さ
れ
一
に
い
な
い
）
の
ょ
っ
に
説
明
さ
れ
る
」

ら
れ
る
よ
う
に
、

見
こ
t
i
V

一
」

H

7

f

F

7

ナ

f

、
ア
れ
を
川
認
に
こ
「
れ
は
、

出
川
市
民
会
引
分
配
に
刻
「
る
欽
治
は
会
引
t
比
制
度
に
町
一
一
位
い
げ
す
る
こ
に
が

論
者
は
、
民
訟
の
詐
J
1古

／
七
品
山
県
山
川
権
や
戒
厳
法
の
h
二
時
慌
に
よ
ら
さ
る
を
え
な
い
こ
こ
に
は
4

？
と
の
認
識
を
一
ボ
じ
た
ト
で
、
宝
引
用
約
八
百
社
分
割
は
J

サ
司
法
行
局
で

為
る
か
ら
、
市
川
に
規
制
体
系
を
変
更
し
て
も
千
口
、
β
変
化
。

J

る
の
可
、
会
日
引
法
む
よ
う
ん
は
平
前
規
制
て
は
郎
決
か
国
雑
で
あ
る
と
い
わ
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さ
る
を
え
な
い
し
一
ゲ
る
に

ι明
日
町
の
と
」
ろ
、
払
削
吾
は
、
詐
宇
行
為
以
消
権
ヰ
汗
沼
健
に
係
る
議
論
の
山
で
解
決
λ

川
ー
を
見
出
す
べ
き
で
あ

dhu

－ニ」目的州
j
d
叩バつけ
J
f
L

い

、L
の
指
折
に
対
」
2

る
感
想

ζ
L
て
は

債
格
者
？

i
v品
川
町
受
汁
つ
れ
1
J
く
以
勺
行
場
合
の
同
復
方
法
に
つ
い
て

保
い
Y

こ
入
手
ム
士
、
争
点

r

J

t

；／
2

2

1

：
 

民
法
や
制
虚
川
い
に
去
、
ね
て
き
三
の
も
事
実
で
あ
る
。
ト
判
決
山
け
治
則
ト
υ
明
文
等
で
休
刊
除
さ
れ
な
、
ム
ほ
り
、
民
法
は
九
五
引
法
の
引
い
界
に
も
泊

則
さ
れ
る
u

し
か

L
J
h〕
ノ
は
い
う
？
も
の
の
、
会
社
事
刊
に
お
け
る
濫
用
的
／
七
九
示
会
引
け
リ
ペ
の
中
で
解
ぽ
で
き
れ
ほ

づ
い
」

1
こ
bhT

：一

5
4
1
1
1
h
J

！
ψ
J
 

と
は
仕
司
C

R
ぃ
…
法
の
規
制
で
Nu決
か
可
能
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
も
よ
い
が
、
民
法
の
詐
一
害
行
為
山
川
市
権
は
会
社
分
割
の
場
函
を
引
い
た
し
に

引
皮
と
し
て

－

W
J
7
レ
一
て
人
定
者

d

ス
、
れ
ば

出
羽
に
対
ず
る
宅
J
N

句
却
制

Jr独
白
に
会
社
法
に
取
り
、
地
む
ご
と
は
検
討
に
伯
寸

ソ叫
J

U

民
法
心
枠
制
み
で
伺
引
決
す
る
に
V
よ
会
社
民
に
よ
る
に
山
中
よ

詐
山
ム
ロ
件
に
町
出
ず
る
安
作
効
果
心
問
待
化
に
川
け
ん
J

一
議
議
は
壮
行
て

通
れ
ば
い

F

ま
ざ
L

、
ぞ
れ
が
’
午
後
の
諌
比
一
で
あ
る

公
社
分
割
は
、

ー
さ
以
や
献
体
出
か
透
川
市
U
J

れ
る
行
為
類
似
に
い
い
首
按
ふ
て
は
ま

ら
一
之
い

v

ァ
て
つ
で
あ
る
の
と
ら
一
、
ム
五
日
む
い
持
ね
の
制
吃
に
料
開
る
楳
別
問
題
は
、
会
社
」
店
の
ル
？
で
解
決
す
べ
き
も
の
と
い
う
こ
1
／
汁
な
り

ヲ
と
っ
て
あ
ゐ

U

い
う
ー
で
も
と
ノ
＼
詐
主
行
為
取
法
権
や
v
A
U
4叫
権
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
ー
ピ
持
摘
ナ
ゐ
じ
に
け
で
は
、
問
題
の
解
決
山

（判）

よ
な
、
コ
注
L

五
刊
行
常
客
引
釈
等
ニ
ー
二
、
氏
出
MF一
h
R
1
九
二
九
九
守
川
一
同
氏
、
ハ
ノ
（
に
立
、
旦
心
得
銀
行
？
ナ
目
指
U

K

一けで叫ー一月

三
口
一
〈
U
r
士
、
内
河
川
川
f

ナ
宗
行
仏
税
引
七
一
一
ゴ
す

H

ヘ一ハ、

0
4
1
川
正
純
子
決
、
J

教色川川州川
J

ν

ク
h

一
ハ
パ
〆
三

ム

h
ハ一（ヘノ今

C
午一一ムシ出
J

本付けた山内
γ

る寸十点
J

研
究
と
［
て
、
パ
去
は
寸
ア
イ
ス
カ
ン
ン
f

J

「
事
主
不
都
ス
キ
た
り
た
と
影
位
叶
F，

A

一
什
分
一
引
を
ー
？
え
る
一
宇
品
川
l

｝
件
い
…
提
竹
理
一
（
一

J

方
三
六
百
（
（
一
ヘ
ノ
年
一
、
平
木
和
彰
川
げ
胤
青
「
出
店
町
公
打
ヘ
刀
お
に
対
す
る

ぷ
荷
主
J
L

以
M

M

J

法

務

汁

じ

同

号

九
j

巳
六
、
；
づ
一
年
な
ど
参
同
ー

ヘ
2
）
十
ム
件
小
JJ

可
抗
伎
で
ζ

ν

て
、
中
f
弘
苅
同
弘
ば
判
例
一
、
v

ケ
ヌ
ハ
日
門
勺
ヘ
一
百
（
ハ
一
一
年
六
品
以
会
推
－
rh
作日中ア
J

一八一ノ一サ土八

れ
（
円
二
’
号
、
小
山
川
市
・
ヘ
ば
司
、
μ
判
例
巧
選
ー
出
版
一
一
代
八
百
二
八
ふ
＼

λ

川
川
隆
宇
全
汀
止
と
性
慌
管
河

「

'; 
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同
一
心
年
℃
～
…
抗
ト
岡
、
ル

a

ン
ょ
っ
ス

1

［

山

口
J

ハ
ヘ
官
、
一
、
二
一
J

ハ
ワ
）
、
山
ト
胃
、
「
ら
ん
と
町
二
〕

Y
T
J
門

J

一
官
、
二
一
川

ハ
？
）
心
事
川
町
一
不
作
ゲ
主
h
t
け
に
v

ぷ
〕
研
究
に
山
川
、
伊
藤
店
十
戸
「
主
肘
的
会
川
叫
ん
リ
自
に
刈
ゴ
に
士
一
臨
ん
佑
砕
い
通
が
取
り
肖
る
村
山
地
刀
枚
引
古
寺
山

高
松
計
二
・
へ
一
e

二
「
を
糸
川
は
乙

l
て
一
会
法
今
ー
パ
八
日
今
〆
い
J

－

c
一
年
て
仙
川
作
祈
ヶ
ι
一
泣
川
的
会
仕
八
ん
剖
ど
一
コ
拝
仁
川
為

m
U
3
J官
一
1
）（

F
）

1

来
日
局
判
叫
1

成
一
年
つ
け
一
月
一
七
日
ピ
ぶ
材
ノ
7

1

い
て
出
宇
一
店
、
務
一
ゐ
二
叫
υ
方
川
寸
八
、
同
九
打
号
凶

行
一
円
九
へ
の
』
士
、
神
れ
裕
よ
H

一
「
設
へ
汁
l

む

「
J

司
法
、
十
代
臼
が
ν？
」
岳
部
同
町
会
社
分
割
問
岨
公
社
分
剖
法
制
心
ば
JMM

で
、
で
き

る
浪
り
の
イ
L
J

斗
て
ど
望
み
に
し
一
士
法
ん
一
八
一
円
二
二
八
百
｛
二
〈
ノ
一
一
一
汗
）
、
あ
木
尚
、
μ

1

除
式
会
仕
心
新
設
け
剖
L
L
P
T
J

苦／
h
引いJ
m
m
出
1
J

点
J
ホ
7
M
判
で
二
二
八
ノ
七
ノ
〆
一
契
機
と
し
て
一
主
J
一
ー
ノ

r

五
I

一
一
こ
勺
、
二
つ
一
心
付
）
せ
が
あ
γ
Q
f

な
一
山
、
ど
の
伎
に
布
く
ち

円い
m
M一
判
「
成
二

e
t
－
ハ
ム
判
三
七
九
パ
ヰ
問
へ
JRよ古川
μ
慌
の
判
附
を

L
て
い
ム
匂
ュ

rd）
持
作
e

前
時
津
守

fl）十
h

T寺
山

ァ
ヱ
ヘ
判
た
－
土
1
・

0

八

民

認

↓

阿

魁

ん

2弓
、
、
車
ω
小
山
中
刊
で
成

4
e

一
つ
・
パ

JAr判
じ
人
口
す

Y
M
与
問
「

EO
一

日

ω山
一
一
人
え
い
十
仔
制
ャ
し
残
存
情
栓
有
り
校
利
一
人
f
U
U
4

ハ
」
井
一
円
（
（
ヘ
ノ
一
今
年

F

季出一

（G
｝
出
小

H同ド
λ

ム
山
一
九
ば
仕
分
屯
r
f
「
も
力
む
別
立
に
ヘ
ど
、
～
ド
l
F

市
宇
去
務
心
L

ヘハ円
J
f
ハrdバ
｛
一
一
一
J
ご’
L
J

安田川一

一
戸
よ
川
心
い
づ
均
一
合
引
分
割
に
1
M

け
る
ム
吉
伸
情
住
者
の
深
日
夜
｜
｜
情
務
の
は
行

Y
H仏
み
乙
心
問
係
を
ド
心
に
｜
｜
」
い

l

向
正
社
会
片
平
経

（
口
一
肘
究
一
一
芸
号

J

町
民
～
ハ
い
一
ヘ
一
汗
事
問
「

j
J
相
門
唯
一
む
ほ
V
領
主
つ
ま
州
弁
解
説
科
会
引
は
一
六

k
m頁
以
卜
「
有
半
吉
村
、
ヘ
ノ
ロ
ハ
と

τ
参
ω店、ー

一C
L
、
神
作
。
前
掲
沖
了
／
一
：
同
ぺ
J
R参
向
。

ぺ
刊
日
一
二
の
い
戸
市
J

心
一
一
科
を
判
介
す
毛
も
の
J

I

ご
、
、
伊
ぃ
ゲ
ィ
円
一
」
。
削
山
市
注
三
、
じ
十
日
1
4
示
会
開

（
江
一
要
件
説
円
L

J

て
i

も
、
男
、
抗
争
」
述
、
る
、
一
と
が
で
き
な
い
仇
権
当
刀
欽
治
に
は
な
h

h
ゆ
い
「
い
う
問
週
は
夜
る
江
田
寸
法
白
川

u
林
4
A
z

t山
一
第
二
収
一
づ
へ
一
九
レ
、
一
有
法
問
、
一
〆
ノ
九
年
二
守
山
配

一
刀
之
ム
ー
ザ
サ
引
の
川
小
コ
ー
で
「
長
務
山
一
括
ノ
仁
川
ノ
九
三
一
に
疑
問
が
め
っ
て
も
、
r
M
切
な
佳
格
育
保
護
手
況
を
ち
？
？
工
一
予
小
泣
百
在
主
有
効
に

パ
リ
し
ろ
る
こ
い
一
一
ノ
以
制
の
o
A
H
V
望
ら
し
い
p

f

T

7

匂
一
不
時
に
高
九
円
品
叩
摘
が
あ
る
そ
の
島
本
的
ぽ
万
川
ば
支
持
で

F
る

川

μ
0
2拘
L
J
－7
）七

貝
む
ハ
ノ
山

一九
J

V

斗
荘
「
市
山
町
公
引
分
割
に
一
品
川
け
JJ
同
町
引
の
主
同
日
一
人
半
？
仏
人
三
ノ
一

判例二人どj詐害的ti汁分間fこ包梓 ｛＇. ..、i!il!c；日ν〉保＂~＇

号
じ
司
（

、J

ド
ー
や
一
、
川
味
波
享

へ
古
辻
分
自
の
長
町
古
川
－
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主
口
町
民
判
ク
↓
↓
七
円
J

ん
計
｛
（
J

一

ι了
恭
一
照
。

わ

さ

後
η

品
一
八
「
い
わ
ゆ

A
X品
用
的
人
以
札
止
剖
へ
の
ユ
一
γ

行
為
取
市
桂
川
υ
滝
川
市
ル
ヘ
「
I

イ
慌
の
説
記
」

k
判
一
十
九
甘
す
只
へ
の
ハ
信
一
一
芸
科

一
日
日
比
け
仙
一
事
業
手
相
会
仕
4
1
z
任
問
削
り
止
法
一
帯
的
地
訂
｜
｜
荷
サ
し
い
私
河
県
昨
か
一
－
三
日
本
棋
か
｜
｜
一
以

K
U学
八
f

ノ
在
日
号
八
五
ア
バ

J

（
ハ
ノ
伝
六
日
布
川
口
や
門
司
川
f
G
Z
A
L市
議
交
人
の
声
作
、

I
L祉
青
3
認
識
に
孔
判
例
；
マ
i

ク
ス
同
こ
り
ゃ
ん
川
口
一
亡

司
）
を
か
戸
同
さ
れ
ι
い）

ヘ刊日）レヘ伊火山
4Fw

’
↓
百
社
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